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鰯競
鰯

特
集
/
共
同
溝
、
電
線
共
同
溝
瀦
留溺
鰯
搦
ル燿
銹解
艦留
鰯
鱗
ル

藁
圓
鱸
藪
鬱
電
線
藁
圓
麓
◎
翻
廳
◎

柳
襲
幅
つ
い
で

道
路
局
路
政
課
道
路
利
用
調
整
室

近
年
、
道
路
上
に
お
け
る
工
事
の
削
減
や
ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
の
防
災
性
の
向
上
、
さ
ら
に
は
、
都
市
景
観
の
整
備
や

歩
道
空
間
の
環
境
整
備
へ
の
要
請
が
高
ま
っ
て
き
て
お
り
、

共
同
溝
や
電
線
共
同
溝
の
整
備
が
促
進
さ
れ
て
い
る
。

共
同
溝
と
電
線
共
同
溝
は
、
と
も
に
電
線
類
等
の
占
用

物
件
を
道
路
の
地
下
空
間
に
収
容
す
る
道
路
附
属
物
で
あ

り
多
く
の
共
通
点
を
持
つ
が
、
そ
の
法
律
上
の
目
的
等
の

違
い
か
ら
、
当
然
に
相
違
点
も
存
在
す
る
。

以
下
、
共
同
溝
と
電
線
共
同
溝
の
制
度
の
概
要
に
つ
い

て
、
そ
れ
ぞ
れ
簡
単
に
述
べ
る
こ
と
と
す
る
。

一
共
同
溝
に
つ
い
て

1

目
的
共
同
溝
法
は
、
公
益
物
件
等
の
地
下
埋
設
に
よ
る
路

面
の
掘
削
を
防
止
し
、
道
路
構
造
の
保
全
と
円
滑
な
道

路
交
通
の
確
保
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ

る
%

②

定
義
二
以
上
の
公
益
事
業
者
の
公
益
物
件
を
収
容
す
る
た

め
道
路
管
理
者
が
道
路
の
地
下
に
設
け
る
施
設
を
共
同

溝
と
言
う
。
ま
た
、
公
益
事
業
者
及
び
公
益
物
件
に
つ

い
て
も
、
法
律
に
よ
り
定
義
付
け
が
な
さ
れ
て
い
る
。

③

整
備
道
路
の
指
定

建
設
大
臣
が
、
交
通
が
著
し
く
輻
湊
し
て
い
る
道
路

又
は
著
し
く
輻
湊
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
道
路
で
、

路
面
の
掘
削
を
伴
う
占
用
工
事
が
頻
繁
に
行
わ
れ
る
こ

と
に
よ
り
道
路
構
造
の
保
全
及
び
交
通
に
著
し
い
支
障

を
生
ず
る
お
そ
れ
が
あ
る
道
路
に
つ
い
て
、
共
同
溝
を

整
備
す
べ
き
道
路
と
し
て
指
定
す
る
。
建
設
大
臣
は
、

指
定
に
当
た
り
、
道
路
管
理
者
の
意
見
を
聴
か
な
け
れ

ば
な
ら
ず
、
ま
た
、
道
路
管
理
者
は
都
道
府
県
公
安
委

員
会
の
意
見
を
聴
い
て
、
そ
の
意
見
を
述
べ
な
け
れ
ば

な
ぞら
な
い
。

共
同
溝
整
備
道
路
の
指
定
に
よ
り
、
原
則
と
し
て
、

車
道
部
分
の
地
下
の
占
用
が
制
限
さ
れ
る
。

糊

共
同
溝
の
建
設

建
設
大
臣
に
よ
る
共
同
溝
整
備
道
路
の
指
定
が
あ
っ

た
と
き
は
、
道
路
管
理
者
は
共
同
溝
の
建
設
に
つ
い
て

公
益
事
業
者
の
意
見
を
求
め
、
そ
の
公
益
事
業
者
か
ら

共
同
溝
の
建
設
希
望
の
申
出
が
あ
り
、
そ
の
申
出
が
相

当
で
あ
る
と
き
に
は
、
共
同
溝
の
建
設
を
行
う
べ
き
旨

を
公
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
の

｢申
出
が
相
当
で
あ
る
｣
と
は
、
当
該
申
出
を

し
た
公
益
事
業
者
が
二
以
上
あ
り
、
か
つ
、
そ
の
申
出

に
係
る
公
益
物
件
の
数
量
及
び
敷
設
計
画
並
び
に
そ
の
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申
出
に
係
る
公
益
物
件
を
収
容
す
る
た
め
に
必
要
な
共

同
溝
の
規
模
、
構
造
等
を
総
合
的
に
勘
案
し
て
共
同
溝

を
建
設
す
る
こ
と
が
道
路
管
理
上
相
当
で
あ
る
と
判
断

さ
れ
る
場
合
を
い
う
o

⑯

占
用
の
許
可

道
路
管
理
者
の
共
同
溝
建
設
の
公
示
後
、
申
出
を
し

I掘削を伴う占用工事をこより道路
枦
の保全と道路交通 観

号
る繊
麗 姿勢嬢壕

う が 造 物礎 翻
意見聴取(当管理者 繃 取 (都道府県箏委員会)薹 穐 逮

指定 同 o 道 等 件
溝 路 を を
建 管 総 収

il整備道路指定公示 = ‐
意見聴取

- (公益事業者) 鰺 堅禽箏
建設希望の申出 公 雪搦条

あ し に
!騒 範の占=

敷設計画書 覆 で 案 め

用制限 出 絶箕裳占用許可の申請
の!公示

た
公
益
事
業
者
は
、
道
路
管
理
者
に
対
し
て
共
同
溝
の

占
用
の
許
可
を
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
、
道
路
管
理
者

は
、
要
件
に
合
致
す
る
公
益
事
業
者
に
つ
い
て
は
共
同

溝
の
完
成
後
、
占
用
の
許
可
を
与
え
る
こ
と
と
な
る
。

な
お
、
共
同
溝
の
占
用
を
希
望
す
る
者
に
対
す
る
占

用
の
許
可
に
つ
い
て
、
道
路
法
の
占
用
の
適
用
を
除
外

し
、
共
同
溝
法
に
基
づ
く
許
可
を
構
成
し
て
い
る
。
こ

れ
は
、

･
共
同
溝
の
規
模
及
び
構
造
上
相
当
で
あ
る
と
認
め
ら

れ
、
か
つ
、
建
設
負
担
金
を
負
担
す
る
特
定
の
地
位

の
者

(占
用
予
定
者
)
に
対
し
て
行
わ
れ
る
も
の
で

あ
る
こ
と
。

･
共
同
溝
の
建
設
完
了
後
、
直
ち
に
許
可
が
行
わ
れ
る

も
の
で
あ
る
こ
と
o

･
許
可
に
基
づ
く
権
利
の
譲
渡
が
認
可
に
よ
り
認
め
ら

れ
る
こ
と
o

.
占
用
の
期
間
が
限
定
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
。

等
の
特
例
的
要
素
が
あ
る
た
め
で
あ
る
。

◎

建
設
負
担
金

共
同
溝
は
、
道
路
管
理
者
の
管
理
す
る
道
路
の
附
属

物
で
あ
る
が
、
通
常
の
道
路
附
属
物
と
異
な
り
、
共
同

溝
の
建
設
が
完
了
す
れ
ば
各
公
益
事
業
者
が
共
同
溝
の

占
用
部
分
を
排
他
的
に
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
権
利

を
付
与
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
の
で
、
そ
の
建
設
費
に
つ

い
て
は
、
道
路
管
理
者
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
一
部
を

公
益
事
業
者
も
負
担
す
べ
き
も
の
と
し
て
い
る
。

公
益
事
業
者
が
負
担
す
る
額
は
、
共
同
溝
に
敷
設
し

よ
う
と
す
る
公
益
物
件
を
単
独
で
そ
の
車
道
下
に
埋
設

し
よ
う
と
し
た
場
合
に
、
そ
の
埋
設
費
用
又
は
改
築
修

繕
の
た
め
の
掘
削
や
埋
め
戻
し
に
要
す
る
費
用
、
道
路

占
用
料
そ
の
他
節
減
さ
れ
る
費
用
の
額
を
政
令
の
定
め

る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
出
さ
れ
た
額
で
あ
る
。
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の

管
理
規
程

共
同
溝
は
、
道
路
附
属
物
で
あ
る
と
と
も
に
複
数
の

公
益
物
件
を
共
同
し
て
収
容
し
、
そ
の
占
用
に
供
す
る

も
の
で
も
あ
る
か
ら
、
各
占
用
者
が
共
同
溝
及
び
他
の

占
用
者
の
占
用
物
件
の
構
造
、
管
理
に
支
障
を
与
え
な

い
よ
う
措
置
す
る
必
要
が
あ
る
。

こ
の
た
め
、
道
路
管
理
者
が
各
占
用
者
の
意
見
を
聴

取
し
た
上
で
、
共
同
溝
の
適
正
か
つ
円
滑
な
管
理
の
た

め
に
必
要
な
事
項
を
共
同
溝
管
理
規
程
に
定
め
る
こ
と

と
し
て
い
る
。

二

電
線
共
同
溝
に
つ
い
て

1

目
的
電
線
共
同
溝
法
は
、
道
路
構
造
の
保
全
を
図
り
つ
つ
、

安
全
か
つ
円
滑
な
交
通
の
確
保
と
景
観
の
整
備
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

②

定
義
二
以
上
の
電
線
管
理
者
の
電
線
を
収
容
す
る
た
め
、

道
路
管
理
者
が
道
路
の
地
下
に
設
け
る
施
設
を
電
線
共

同
溝
と
言
う
。

電
線
に
つ
い
て
は
、
道
路
法
と
同
様
に
定
義
さ
れ
て

い
な
い
が
、
電
気
事
業
者
及
び
電
気
通
信
事
業
者
の
電

線
の
ほ
か
、
有
線
テ
レ
ビ
放
送
事
業
者
の
放
送
線
、
有

線
ラ
ジ
オ
放
送
事
業
者
の
音
楽
放
送
線
等
で
あ
る
。
な

お
、
鉄
道
･
軌
道
と
一
体
と
な
っ
た
施
設
は
電
線
と
し

て
取
り
扱
わ
れ
な
い
。

③

整
備
道
路
の
指
定

道
路
の
構
造
及
び
交
通
の
状
況
、
沿
道
の
土
地
利
用

の
状
況
を
勘
案
し
て
、
電
線
を
地
下
に
埋
設
し
て
、
地

上
の
電
線
、
電
柱
を
撤
去
し
、
又
は
地
上
の
電
線
、
電

柱
の
設
置
を
制
限
す
る
必
要
が
特
に
あ
る
道
路
又
は
道

路
の
部
分
に
つ
い
て
、
区
間
を
定
め
て
、
道
路
管
理
者

自
身
が
、
電
線
共
同
溝
を
整
備
す
べ
き
道
路
と
し
て
指

定
す
る
。
こ
の
際
、
道
路
管
理
者
は
、
都
道
府
県
公
安

委
員
会
、
市
町
村
、
電
気
事
業
者
等
の
意
見
を
聴
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

電
線
共
同
溝
整
備
道
路
の
指
定
に
よ
り
、
原
則
と
し

て
、
整
備
道
路
に
お
け
る
地
上
電
線
、
電
柱
の
占
用
が

制
限
さ
れ
る
。

@

電
線
共
同
溝
の
建
設

道
路
管
理
者
は
、
電
線
共
同
溝
の
占
用
を
申
請
し
た

者

(以
下

｢占
用
予
定
者
｣
と
い
う
。)
の
意
見
を
聴
い

て
電
線
共
同
溝
整
備
計
画
を
定
め
、
こ
れ
に
基
づ
き
電

線
共
同
溝
の
建
設
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
電
線
共
同
溝
整
備
計
画
に
は
、
将
来
の
電
線
類

の
需
要
動
向
を
勘
案
し
て
、
占
用
予
定
者
以
外
の
者
の

た
め
の
電
線
共
同
溝
の
部
分
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る

と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
道
路
管
理
者
が
空
き
管
路

を
確
保
し
て
、
将
来
の
入
溝
希
望
に
備
え
よ
う
と
す
る

も
の
で
あ
り
、
共
同
溝
と
大
き
く
異
な
る
仕
組
み
で
あ

る
･0さ

ら
に
、
共
同
溝
と
異
な
り
、
将
来
の
需
要
に
備
え

た
電
線
共
同
溝
の
部
分
が
全
て
占
用
さ
れ
た
後
に
、
新

た
な
占
用
申
請
が
な
さ
れ
る
よ
う
な
場
合
に
は
、
道
路

管
理
者
は
電
線
共
同
溝
を
増
設
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

⑤

占
用
の
許
可

道
路
管
理
者
は
、
電
線
共
同
溝
が
完
成
し
た
後
、
直

ち
に
、
占
用
予
定
者
に
対
し
占
用
許
可
を
与
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

電
線
共
同
溝
法
に
お
い
て
も
、
共
同
溝
法
と
同
様
に

道
路
法
上
の
占
用
許
可
の
規
定
を
適
用
除
外
し
、
占
用

予
定
者
の
占
用
は
、
電
線
共
同
溝
法
に
基
づ
く
許
可
と

さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
電
線
共
同
溝
法
と
共
同
溝
法

と
は
、
収
容
対
象
の
限
定
の
有
無
等
か
ら
、
以
下
の
点

で
占
用
の
法
的
取
扱
い
に
相
違
点
が
存
在
す
る
。

･
監
督
処
分
に
お
い
て
、
共
同
溝
法
で
は
許
可
の
取
り

消
し
が
予
定
さ
れ
て
い
な
い
が
、
電
線
共
同
溝
法
で

は
予
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
o

･
共
同
溝
法
で
は
、
占
用
部
分
の
全
て
に
つ
い
て
当
初

か
ら
占
用
予
定
者
が
決
め
ら
れ
る
た
め
、
共
同
溝
の

建
設
完
了
後
に
、
占
用
予
定
者
以
外
の
者
が
許
可
を

受
け
て
事
後
的
に
共
同
溝
を
占
用
す
る
こ
と
は
制
度

上
想
定
さ
れ
て
い
な
い
が
、
電
線
共
同
溝
法
に
お
い

て
は
、
事
後
的
な
入
溝
需
要
に
対
応
し
う
る
よ
う
、

占
用
予
定
者
以
外
の
者
に
つ
い
て
も
許
可
の
規
定
を

設
け
て
い
る
。

･
電
線
共
同
溝
法
に
お
い
て
も
、
占
用
の
期
間
は
原
則

永
久
で
あ
る
が
、
占
用
予
定
者
等
が
限
定
し
て
申
請
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す
る
こ
と
も
あ
り
得
る
こ
と
か
ら
、
申
請
に
際
し
て

は
占
用
の
期
間
を
明
記
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

◎

建
設
負
担
金
及
び
占
用
負
担
金

電
線
共
同
溝
の
建
設
負
担
金
は
、
共
同
溝
に
お
け
る

建
設
負
担
金
と
同
様
の
考
え
方
に
基
づ
い
て
占
用
予
定

者
か
ら
徴
収
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
電
線
共
同
溝
法
に

お
い
て
は
共
同
溝
法
と
異
な
り
、
道
路
法
の
占
用
規
定

の
う
ち
占
用
料
の
規
定
だ
け
を
適
用
除
外
か
ら
外
す
こ

と
に
よ
り
、
占
用
料
を
建
設
負
担
金
と
は
別
途
に
毎
年

徴
収
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

こ
れ
は
、
電
線
共
同
溝
に
は
、
公
益
事
業
者
の
ほ
か
、

有
線
放
送
事
業
者
等
の
小
規
模
事
業
者
の
占
用
が
予
想

占

饗許可の申請幅
　電線共同溝

f
増設 ーl

許

建設負担金 ･占用料

電線共同溝の整備のスキ…ム

占用料
電線共同溝への事後入溝

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
当
初
の
負
担
を
軽
減
す
る
必
要
が

あ
る
こ
と
等
に
よ
る
o

ま
た
、
占
用
予
定
者
以
外
の
者
に
つ
い
て
も
、
電
線

共
同
溝
の
完
成
後
、
道
路
管
理
者
が
確
保
し
て
い
た
電

線
共
同
溝
の
部
分
に
入
溝
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
か

ら
、
費
用
負
担
の
公
平
の
観
点
か
ら
同
様
の
負
担
を
求

め
る
必
要
が
あ
る
。
し
か
し
、
既
に
電
線
共
同
溝
の
建

設
が
完
了
し
て
し
ま
っ
て
い
る
以
上
、
建
設
に
要
す
る

費
用
と
し
て
負
担
を
求
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
、

一
種
の
受
益
者
負
担
と
し
て
、
占
用
負
担
金
を
負
担
さ

せ
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

の

管
理
規
程

共
同
溝
法
と
同
様
に
電
線
共
同
溝
法
に
お
い
て
も
、

そ
の
適
正
か
つ
円
滑
な
管
理
の
た
め
、
道
路
管
理
者
は

各
占
用
者
の
意
見
を
聴
取
し
た
上
で
、
電
線
共
同
溝
の

適
正
か
つ
円
滑
な
管
理
の
た
め
に
必
要
な
事
項
を
定
め

た
電
線
共
同
溝
管
理
規
程
を
定
め
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

③

損
失
補
償

電
線
共
同
溝
は
、
そ
も
そ
も
占
用
者
の
た
め
に
整
備

さ
れ
る
施
設
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
責
に
帰
さ
な
い
道
路

管
理
者
側
の
事
由
に
よ
り
、
公
益
上
や
む
を
得
な
い
必

要
が
生
じ
た
場
合
の
工
事
中
止
、
移
転
、
除
却
等
の
措

置
命
令
に
よ
る
損
失
に
つ
い
て
、
道
路
管
理
者
は
通
常

受
け
る
べ
き
損
失
を
補
償
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し

て
い
る
。
な
お
、
共
同
溝
法
に
は
同
様
の
規
定
は
置
か

れ
て
い
な
い
。
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認
鰯
彌
特
集
/
共
同
溝
、
電
線
共
同
溝
溺
競
搦
鰯
鷲
鰯
瀦
鰯
擁
鰯

薫
鬮
鱸

◎
整
備

道
路
局
国
道
課

一
は
じ
め
に

道
路
、
特
に
都
市
内
の
道
路
は
単
に
人
や
車
の
通
り
み

ち
で
あ
る
に
と
ど
ま
ら
ず
、
都
市
の
街
区
の
構
成
と
市
街

化
の
誘
導
な
ど
都
市
の
形
成
の
骨
格
と
し
て
、
都
市
の
通

風
、
採
光
、
緑
化
の
た
め
の
空
間
と
し
て
、
あ
る
い
は
火

災
、
地
震
等
災
害
時
の
延
焼
防
止
帯
や
非
難
場
所
と
し
て
、

さ
ら
に
は
、
電
気
、
電
話
、
ガ
ス
、
上
下
水
道
等
市
民
の

日
常
生
活
及
び
都
市
活
動
に
必
要
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
各
種

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
た
め
の
ス
ペ
ー
ス
と
な
る
な
ど
、
い
わ

ば

｢都
市
の
公
共
空
間
｣
と
し
て
多
目
的
の
機
能
を
有
し

て
い
る
。

都
市
内
の
道
路
の
持
つ
こ
の
よ
う
な
多
種
多
様
な
機
能

の
う
ち
、
電
気
、
電
話
、
ガ
ス
等
の
各
種
の
公
益
事
業
用

施
設
の
道
路
の
占
用
状
況
を
み
る
と
表
1
の
と
お
り
で
あ

り
、
こ
れ
ら
地
下
埋
設
管
路
の
ほ
と
ん
ど
全
部
が
道
路
空

間
に
依
存
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

し
か
し
、
そ
の
一
方
で
、
都
市
の
発
展
に
つ
れ
て
、
こ

れ
ら
の
施
設
に
か
か
わ
る
工
事
の
需
要
も
増
え
、
ま
た
こ

れ
ら
の
施
設
の
維
持
修
繕
の
た
め
等
に
た
び
た
び
道
路
の

掘
り
返
し
が
行
わ
れ
、
道
路
交
通
の
支
障
と
な
り
、
交
通

渋
滞
の
一
因
と
な
っ
て
い
る
と
と
も
に
、
道
路
本
体
の
維

持
管
理
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。
ま
た
、
こ
れ

ら
の
工
事
が
交
通
の
障
害
を
最
小
限
に
す
る
た
め
夜
間
に

行
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
こ
と
か
ら
も
、
沿
道
住
民
の
生
活

に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。

こ
の
た
め
、
建
設
省
と
し
て
は
道
路
の
機
能
を
保
持
し
、

道
路
空
間
を
有
効
に
利
用
す
る
た
め
、
共
同
溝
の
整
備
を

積
極
的
に
推
進
し
て
い
る

(図
1
)。

こ
こ
で
は
共
同
溝
の
整
備
経
緯
、
実
績
、
構
造
上
の
特

表 1 公益事業用施設の道路占用状況 (全国)

公益事業等名 位単 数総 内道路占用 率(%) 備 考

柱

路

電

管

業事話

′

電

′

信電 本

如

万

千 襁
500

658
観
郷
平成10年 3月現

柱

路

電

管

業事

′

気電 牀
掬襁

795

媛 総 難口"眸
,

成平

ガ ス 事 業 " 202 182 鯏 現目
“
12年載

水 道 事 業 " 507 507 鰡 班日"年域
下 水 道 事 業 " 268 268 ◎ 難日"年成平
地 下 鉄 如 752 575 葡 難日"鮮成平
(注) 1 . 水道事業は導水管を除いた値である。
2 . 地下鉄は未開業延長を含んだ値である。
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　　　　な

図 1 共同溝のイメージ図

徴
、
予
算
の
状
況
、
そ
し
て
今
後
の
計
画
、
課
題
等
に
つ

い
て
紹
介
す
る
。

三

共
同
溝
整
備
の
実
績

共
同
溝
と
は
電
気
、
電
話
、
ガ
ス
、
上
下
水
道
等
の
占

用
工
事
に
伴
う
交
通
渋
滞
や
道
路
の
不
経
済
な
損
傷
、
ガ

ス
漏
れ
、
漏
水
等
の
事
故
防
止
の
た
め
、
電
力
線
、
電
話
、

ガ
ス
管
、
上
水
道
管
、
下
水
道
管
等
の
公
益
事
業
の
た
め

の
物
件
を
共
同
で
収
容
す
る
道
路
の
路
面
下
に
設
置
さ
れ

る
施
設
で
、
内
部
に
は
各
公
益
事
業
の
将
来
需
要
に
対
応

可
能
な
収
容
空
間
と
維
持
管
理
に
必
要
な
空
間
を
有
し
て

い
る
。

我
が
国
の
共
同
溝
は
、
関
東
大
震
災
の
帝
都
復
興
事
業

の
一
環
と
し
て
試
験
的
に
実
施
さ
れ
、
大
正
一
五
年
に
完

成
し
た
東
京
九
段
坂
共
同
溝
他
二
カ
所
の
も
の
が
最
初
の

も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
後
の
整
備
状
況
は
必
ず
し
も
順
調

で
は
な
か
っ
た
。

昭
和
三
〇
年
代
に
入
っ
て
道
路
の
交
通
量
が
急
激
に
増

加
し
、
地
下
埋
設
物
件
に
関
す
る
工
事
の
対
応
措
置
の
必

要
性
の
議
論
が
活
発
に
な
り
、
単
に
掘
り
返
し
を
規
制
す

る
だ
け
で
な
く
、
掘
り
返
し
を
恒
久
的
に
防
止
で
き
る
共

同
溝
を
措
置
し
よ
う
と
す
る
動
き
が
高
ま
っ
て
き
た
。

こ
れ
を
受
け
て
、
昭
和
三
八
年
四
月
一
日

｢共
同
溝
の

整
備
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
｣
(以
下

｢共
同
溝
法
｣)

が
交
付
施
行
さ
れ
、
整
備
計
画
、
費
用
負
担
、
管
理
方
法

等
が
決
定
さ
れ
て
以
来
、
共
同
溝
整
備
は
順
調
に
拡
大
し
、

平
成
九
年
度
末
の
整
備
延
長
は
、
約
三
九
〇
如
に
達
し
て

い
る

(図
2

･
表
2
)。
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/
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図 2 共同溝整備延長の推移 (全国)
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Û

n
〕

Û
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さ
れ
る
。
収
容
す
る
物
件
も
小
口
径
、
小
条
数
と
な
る
こ

の
ス
ペ
ー
ス
の
他
に
、
維
持
管
理
の
た
め
の
通
路
や
作
業

と
か
ら
複
数
の
物
件
を
同
室
に
収
容
す
る
場
合
が
多
い
(図

ス
ペ
ー
ス
、
照
明
、
換
気
、
排
水
等
の
必
要
な
施
設
の
ス

4
)
。

ペ
ー
ス
を
有
し
て
い
る
。
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共
同
溝
の
内
空
断
面
に
は
公
益
物
件
を
収
容
す
る
た
め

三

共
同
溝
…の
種
類
と
構
造

共
同
溝
は
道
路
の
地
下
に
設
置
さ
れ
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト

構
造
物
で
あ
り
、
一
般
に
そ
の
性
格
に
よ
り
幹
線
共
同
溝

と
供
給
管
共
同
溝
の
二
種
類
に
大
別
さ
れ
る
。

幹
線
共
同
溝
と
は
幹
線
ケ
ー
ブ
ル
や
幹
線
管
路
を
収
容

す
る
も
の
で
、
主
と
し
て
車
道
部
の
地
下
に
設
置
さ
れ
る
。

収
容
さ
れ
る
個
々
の
物
件
も
大
ロ
径
、
多
条
数
と
な
る
場

合
が
多
く
、
管
理
上
、
防
災
上
の
観
点
か
ら
多
く
は
一
企

業
一
構
造
と
さ
れ
て
い
る

(図
3
)。

一
方
、
供
給
管
共
同
溝
は
沿
道
へ
直
接
サ
ー
ビ
ス
す
る

ケ
ー
ブ
ル
や
管
路
を
収
容
す
る
も
の
で
、
そ
の
供
給
の
容

易
さ
を
確
保
す
る
た
め
、
一
般
に
歩
道
部
の
地
下
に
設
置

⑥ ガス

図 3 幹線共同溝の断面例

供給管共同溝の断面例

表 2 都道府県 ･政令市別共同溝整備延長

都道府県名 延長(km) 政令市名 延長(km)

都

県
県

府
県

県府

京

葉

知

阪
庫

他の

東

千

愛
大

兵

そ

1▲
q〉
7‘
メ4
〔U
メ4

7-
〔X)
Û
AY
Û
nv

?“

1▲
14
14
‘4

14 市

市

市
市

市

市
市
市

市

市

市

幌
台
浜
崎
葉
棲

都
戸
島
岡

札

仙
横

川
千
名
大
京

神
広

福

QV
4せ
-b
1▲
b̂
1-
R)
AV
QJ
膚4
RV

o
m

27

15
9

49

26
8
4

19

6

小 計 感 計小 蹴合 計‐ 蹴(注) 1 , 平成 9年度末現在

2 , 道府県分は政令市分を除く延長

3 . 延長は換算完成延長



表 4 新道路整備五箇年計画における共同溝の整備計画

末

長

度

竺

年

麹
脚
備
平

整

新 五 箇 年 計 画 末
長

度

目

年

挺

M

薦
成

f
平
盤量業事 費業事

溝
業
同
解
共

整 鍬 蹴 円萩息似切?“4 纖

四

平
成
一〇
年
度
予
算

平
成
一
○
年
度
に
お
い
て
は
、
約
五
七
二
億
円
の
道
路

事
業
費
を
も
っ
て
、
仙
台
、
東
京
、
横
浜
、
川
崎
、
千
葉
、

名
古
屋
、
三
重
、
京
都
、
大
阪
、
神
戸
、
岡
山
、
広
島
、

福
岡
、
熊
本
等
に
お
い
て
約
二
○
如
の
共
同
溝
の
整
備
を

実
施
す
る
こ
と
と
し
て
い
る

(表
3
)。

五

今
後
の
計
画

平
成
一
〇
年
度
を
初
年
度
と
す
る
新
道
路
整
備
五
箇
年

計
画
に
お
い
て
、
共
同
溝
に
つ
い
て
は
、
占
用
企
業
者
と

の
調
整
を
図
り
な
が
ら
約
一
七
〇
蝋
の
整
備
を
図
る
こ
と

と
し
て
い
る

(表
4
)
。

六

今
後
の
課
題

共
同
溝
は
、
都
市
部
に
お
け
る
公
益
事
業
物
件
の
収
容

施
設
と
し
て
ご
ニ
代
都
市
圏
を
は
じ
め
、
地
方
部
の
中
核

都
市
に
も
普
及
し
て
き
て
お
り
、
今
後
と
も
そ
の
需
要
は

大
き
く
伸
び
て
い
く
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
普
及
を
一

層
進
展
さ
せ
て
い
く
た
め
の
課
題
も
ま
た
幾
つ
か
存
在
す

る
↓0そ

の
一
つ
は
、
地
下
空
間
の
計
画
的
利
用
の
問
題
で
あ

る
。
都
市
部
に
お
け
る
諸
機
能
の
集
積
･
高
度
化
、
地
下

利
用
技
術
開
発
の
進
展
等
を
背
景
と
し
て
、
道
路
地
下
空

間
利
用
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
は
急
速
に
高
ま

っ
て
き
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
需
要
に
対
し
て
は
、
道
路
構
造
の
保
全
を
図
り

つ
つ
、
計
画
性
及
び
効
率
性
に
十
分
配
慮
し
た
利
用
を
進

め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
建
設
省
で
は
、

今
後
道
路
地
下
利
用
の
輻
輳
し
た
都
市
に
お
い
て
、
道
路

地
下
空
間
利
用
計
画
を
策
定
し
、
計
画
的
･
効
率
的
な
地

下
空
間
利
用
を
推
進
し
て
い
る
。
共
同
溝
も
そ
の
一
翼
を

担
う
施
設
と
し
て
、
道
路
地
下
空
間
利
用
計
画
の
中
で
重

要
な
位
置
を
占
め
て
く
る
も
の
で
あ
り
、
各
種
計
画
と
の

調
整
を
図
り
つ
つ
、
そ
の
積
極
的
な
調
整
が
必
要
で
あ
る
。

ま
た
、
共
同
溝
を
占
用
で
き
る
施
設
は
、
現
在
共
同
溝

法
に
お
い
て
、
電
話
･
電
気
･
ガ
ス
･上
水
道
･
下
水
道
･

工
業
用
水
道
の
六
種
類
に
限
定
さ
れ
て
い
る
が
、
社
会
的

な
要
請
と
こ
れ
に
応
じ
た
技
術
的
な
シ
ス
テ
ム
の
開
発
に

よ
り
、
た
と
え
ば
熱
供
給
管
、
都
市
廃
棄
物
処
理
管
路
、

C
A
T
V
等
の
新
た
な
施
設
の
共
同
溝
へ
の
収
容
の
要
請

が
出
て
き
て
お
り
、
す
で
に
こ
れ
ら
の
収
容
し
た
共
同
溝

に
類
似
し
た
施
設
も
各
地
で
実
施
さ
れ
始
め
て
き
て
い
る
。

さ
ら
に
、
共
同
溝
の
管
理
は
高
度
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
が

要
求
さ
れ
、
施
設
本
体
そ
の
も
の
の
管
理
の
ほ
か
、
収
容

物
件
の
管
理
も
関
係
す
る
た
め
複
雑
な
も
の
と
な
っ
て
お

り
、
整
備
延
長
が
全
国
的
に
伸
び
て
き
て
い
る
中
で
、
総

合
的
な
監
視
管
理
体
制
の
充
実
に
努
め
て
い
る
が
、
今
後

は
さ
ら
に
高
度
な
管
理
方
法
に
つ
い
て
の
検
討
の
必
要
性

も
高
ま

っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

七

お
わ
り
に

共
同
溝
は
、
道
路
の
掘
り
返
し
を
防
止
す
る
こ
と
に
よ

り
、
地
下
埋
設
物
件
の
工
事
に
起
因
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
障

害
を
防
ぐ
た
め
の
施
設
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
た
も
の
で

あ
る
が
、
今
日
で
は
、
都
市
の
景
観
の
向
上
や
道
路
地
下

空
間
の
有
効
利
用
、
さ
ら
に
は
平
成
七
年
一
月
の
阪
神
大

震
災
に
よ
り
共
同
溝
が
特
段
の
被
害
を
受
け
な
か
っ
た
こ

と
か
ら
都
市
防
災
機
能
の
向
上
と
い
う
観
点
か
ら
も
、
そ

の
役
割
に
対
す
る
期
待
が
い
っ
そ
う
高
ま
っ
て
い
る
。

都
市
の
経
済
･
社
会
活
動
を
支
え
、
市
民
生
活
に
と
っ

て
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
施
設
で
あ
る
共
同
溝
の
整
備
を
、種
々

の
課
題
を
解
決
し
つ
つ
、
今
後
と
も
一
段
と
強
力
に
推
進

し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

3 平成10年度予算

項 目
度
算
鮮成平

予
物
算
饑前手 仲率

溝
業
同
鱗
共

整
費
長

業

逕

事
解
路
傍
道

整 翻繊 彌繊
脚



瀦
鰯
鬱
特
集
/
共
同
溝
、
電
線
共
同
溝
稼
鰯
瀦
競
鰯
惣
拗
鰯
鰯
鰯

電
線
類
地
醐
化
◎
離
進
唱
つ
い
で

道
路
局
道
路
環
境
課

討
会
議
報
告
｣

平
成
三
年
度
!
平
成
七
年
度
の
五
年
間
で
約
一
、

○
○
○
畑
の
地
中
化
を
目
標
。

o
平
成
五
年
四
月
一
三
日

｢総
合
経
済
対
策
｣

第
二
期
地
中
化
計
画
の
一
年
前
倒
し
実
施
を
図

"る
0

◎
平
成
三
年
度
-
平
成
六
年
度
の
四
年
間
で
約
一
、

0
0
0
姉
を
地
中
化
。

③

第
三
期
電
線
類
地
中
化
計
画

o
平
成
八
年
一
月
一
六
日

｢電
線
類
地
中
化
推
進
検

討
会
議
報
告
｣

平
成
七
年
度
ー
平
成
三

年
度
の
五
年
間
で
約

二
、
0
0
0
畑
の
地
中
化
を
目
標
。

④

新
た
な
電
線
類
地
中
化
の
推
進
方
針
に
つ
い
て

o
平
成
一
〇
年
七
月
三
〇
日

｢電
線
類
地
中
化
推
進

一

電
線
類
地
中
化
の
目
的

電
線
類
地
中
化
に
つ
い
て
は
、
安
全
で
快
適
な
通
行
空

間
の
確
保
、
都
市
景
観
の
向
上
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く

り
、
情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
信
頼
性
向
上
等
を
図
る

こ
と
を
目
的
に
、
昭
和
六
一
年
度
か
ら
始
ま
る

｢電
線
類

地
中
化
計
画
｣
に
基
づ
き
、
電
線
共
同
溝
等
の
整
備
を
推

進
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
平
成
一
○
年
度
末
に
は
約
三
、

四
〇
〇
如
の
地
中
化
を
達
成
す
る
見
込
み
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
平
成

=
年
度
以
降
は
、
平
成
一
〇
年
度
末

ま
で
に
策
定
す
る

｢新
電
線
類
地
中
化
計
画
｣
に
基
づ
き
、

よ
り
一
層
、
電
線
類
地
中
化
を
推
進
す
る

(写
真
ー
)。

三

電
線
類
地
中
化
の
経
緯
等

◎

経

緯

①

第
一
期
電
線
類
地
中
化
計
画

0
昭
和
六
〇
年
一
〇
月
二
一
日

｢キ
ャ
ブ
シ
ス
テ
ム

研
究
委
員
会
報
告
｣

昭
和
六
一
年
度
ー
平
成
七
年
度
の
一
〇
年
間
で

約
一
、
0
0
0
如
の
地
中
化
を
目
標
。

o
昭
和
六
一
年
四
月
八
日

｢総
合
経
済
対
策
｣

電
線
類
の
地
中
化
に
つ
い
て
昭
和
六
一
、
六
二

年
度
に
追
加
投
資
。

◎
昭
和
六
一
年
度
ー
平
成
二
年
度
の
五
年
間
で
約
一
、

○
○
○
虹
の
地
中
化
を
実
施
。

②

第
二
期
電
線
類
地
中
化
計
画

o
平
成
四
年
一
月
一
七
日

｢電
線
類
地
中
化
推
進
検

横行セ 98 11 9



表 1 電線類地中化計画

地

画

類

計

線

化

電

中

第一期 第二期 第三期

画 昭和61 ~ 平成 7 (10年間) 鱸応城耳-~戟 榊倦u成平~成平

績実 昭和61 ~ 平成 2 ( 5 年間) 鋤雄戲~戦 燃鋼包m成平~域
地中化延長 L oookm(実績) 競鮴即 込蜆幅M

新地中化計画

平成□年度 ~

内鰄
簸
虎
に

平

検
討
会
議
｣

平
成
一
○
年
度
末
ま
で
に
、
新
た
な
枠
組
み
に

基
づ
く

｢新
電
線
類
地
中
化
計
画
｣
を
策
定
し
、

平
成
一
一
年
度
か
ら
同
計
画
を
ス
タ
ー
ト

(表

1
)
。

②

地
中
化
推
進
体
制

電
線
類
地
中
化
計
画
の
策
定
、
整
備
推
進
の
た
め
次
の

組
織
を
設
け
て
連
絡
調
整
を
図
っ
て
い
る
。

①

中
央

…
｢電
線
類
地
中
化
推
進
検
討
会
議
｣

o
地
中
化
計
画
の
策
定

(地
中
化
の
規
模
、
対
象
範

囲
、
方
式
、
費
用
負
担
等
の
調
整
)

o
関
係
五
省
庁

(警
察
庁
、
通
産
省
資
源
エ
ネ
ル
ギ

ー
庁
、
郵
政
省
、
自
治
省
、
建
設
省
)、
関
係
占
用

企
業
者
等
で
構
成

-

②

地
方

…
｢地
方
ブ
ロ
ッ
ク
電
線
類
地
中
化
協
議
会
｣

(全
国
一
〇
ブ
ロ
ッ
ク
に
設
置
)

0
具
体
的
な
地
中
化
箇
所
、
方
式
等
の
調
整

0
関
係
省
庁
出
先
機
関
、
地
方
自
治
体

(都
道
府
県
、

政
令
市
)、
関
係
占
用
企
業
者
で
構
成

③

地
中
化
の
方
式

①

電
線
共
同
溝
方
式

(第
三
期
か
ら
、
キ
ャ
ブ
は
第

二
期
ま
で
)

｢電
線
共
同
溝
の
整
備
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
｣

に
基
づ
き
、
道
路
管
理
者
が
電
線
共
同
溝
を
整
備
す

る
こ
と
に
よ
り
地
中
化
を
実
施
。

写真 1 電線類地中化の実施
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図 1 電線共同溝イメージ

②

単
独
地
中
化
方
式

(第
一
期
か
ら
)

電
力
会
社
等
の
電
線
管
理
者
が
単
独
で
地
中
化
を

実
施
。

③

自
治
体
管
路
方
式

(第
二
期
か
ら
)

地
方
自
治
体
が
管
路
設
備
を
整
備
す
る
こ
と
に
よ

り
地
中
化
を
実
施
。

※
そ
の
他
、
地
中
化
に
要
す
る
費
用
を
全
額
要
請

者

(宅
地
開
発
事
業
者
等
)
が
負
担
す
る
も
の

も
あ
る
。

三

電
線
共
同
溝
整
備
事
業
の
概
要

安
全
か
つ
円
滑
な
道
路
の
交
通
の
確
保
と
そ
の
景
観
の

整
備
を
図
る
た
め
、
道
路
管
理
者
に
よ
る
電
線
共
同
溝
整

備
道
路
の
指
定
、
電
線
共
同
溝
の
建
設
、
国
庫
負
担
の
特

例
等
所
要
の
措
置
を
講
ず
る
た
め
の

｢電
線
共
同
溝
の
整

備
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
｣
を
制
定

(平
成
七
年
六
月

二
二
日
施
行
)
し
、
電
線
共
同
溝
整
備
事
業
を
推
進
し
て

い
る

(図
1
)。

【電
線
共
同
溝
の
特
徴
】

o
従
来
シ
ス
テ
ム
に
比
べ
て
構
造
が
コ
ン
パ
ク
ト
で
フ

レ
キ
シ
ブ

ル

o

コ
ス
ト
ダ
ウ
ン

…
第
二
期
ま
で
の
キ
ャ
ブ
に
比
べ
低

コ
ス
ト
-

0
電
力
･
電
気
通
信
事
業
者
の
負
担
が
減
少

0
新
た
な
通
信
事
業
者
等
の
事
後
入
溝
が
可
能

の

採
択
基
準

次
の
各
号
の
一
に
該
当
す
る
も
の
。

･
安
全
か
つ
円
滑
な
道
路
交
通
の
確
保
、
都
市
災
害
の

防
止
、
都
市
景
観
の
向
上
等
を
図
る
た
め
、
電
線
類

の
地
中
化
の
必
要
性
が
高
い
道
路
の
区
間
。

･
交
通
量
が
多
い
区
間
、
交
通
渋
滞
の
著
し
い
区
間
、

防
災
上
重
要
性
の
高
い
区
間
等
道
路
管
理
の
高
度
化

が
必
要
と
さ
れ
る
区
間
。

⑦

補
助
率
等

補
助
率
及
び
国
庫
負
担
率
に
つ
い
て
は
、
1
/
2

(指

定
区
間
内
の
一
般
国
道
の
う
ち
、北
海
道
に
あ
っ
て
は
2
/

3
、
沖
縄
に
あ

っ
て
は
%
/
10
)
と
す
る
。
た
だ
し
、
道

路
の
新
設
又
は
改
築
に
伴
う
も
の
で
あ
る
場
合
に
お
い
て

は
、
当
該
道
路
の
新
設
又
は
改
築
に
係
る
補
助
率
及
び
国

庫
負
担
率
と
す
る
。

③

電
力
･
通
信
事
業
者
等
の
建
設
費
の
負
担

単
独
地
下
埋
設
費
相
当
分
を
も
と
に
算
出
す
る
。
(当
初

の
建
設
費
相
当
分
及
び
そ
の
後
の
更
新
費

(将
来
掘
り
返

し
て
再
度
整
備
す
る
費
用
)
相
当
分
の
合
計
)
(図
2
)。

四

低
利
融
資
制
度
及
び
税
の
優
遇
措
置

電
力
･通
信
事
業
者
の
建
設
負
担
金
及
び
関
連
施
設
(ケ

ー
ブ
ル
、
関
連
機
器
等
)
の
整
備
に
対
し
て
、
道
路
開
発

資
金
及
び
日
本
開
発
銀
行
の
低
利
融
資
制
度
並
び
に
税
の

優
遇
措
置
が
認
め
ら
れ
て
い
る

(表
2
)。
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市町村 道路管理者
関係の電力 ･通信事業者、
都道府県公安委員会

地中化を図るべき道路
意見聴取

地中化を困るべき
道路

電線共同溝整備計画

占用料
電線共同満への入満

占
用
権
の
譲
渡

-‐-‐-‐-----‐-‐-‐-‐一･
　　　　　　　　　　　! i 占用負担金
! i

譲渡の承認

′′′
′′′

(新規事業者) ′
.…-‐‐--------‐‐--‐‐‐--‐“‐-占用料 :

…………l 箱線共剛溝への事後入間 i

(新規事業者)

｢言鎌実薊野姿キト･選れ･

図 2 電線共同溝法のスキーム

表 2 (平成10年11月10日現在)

支 援 措 置 の 概 要

低
利
融
資
制
度

道路開発資金

融資対象 :建設負担金、 関連施設整備費

融資比率 :10分の 2以内 (同類の民間資金と合わせてlo分の 4以内)

金 利 :1.10 %

(長期プライムレートによる同額の民間資金との合成利率1.65 % )

日本開発銀行

融資対象 :建設負担金、 関連施設整備費

融資比率 :10分の 4

ただし、 社債格付けトリプルA の上場企業は10分の3,5

金 利 :特例④ ただし、 地震防災対策特別措置法に基づく地震
防災緊急事業五箇年計画に定められた電線共同溝については

特例⑤ (特例④ :2,10 %、 特例⑥ :l.90% )

税
の
優
遇
措
置

法人税 ･所得税

対 象 設 備 :地中化したケーブル等の設備
特 別 償 却 ; 7 %
適用対象地域 :電線共同溝により地中化する場合……全国

電線共同溝以外の方式により地中化する場合

………大都市及びその周辺地域

固定資産税

対 象 設 備 地中化したケーブル等の設備
課税標準の軽減割合 :架空線の地中化 4毎と二軽減

先行的地中化 9/1研ご軽減

運 用 対 象 地 域 :都市計画法の都市計画区域内

ノ2 道行セ 98.11



五

新
電
線
類
地
中
化
計
画
の
策
定

○

新
電
線
類
地
中
化
計
画
策
定
の
背
景

第
一
期
-
第
三
期
電
線
類
地
中
化
計
画
に
お
い
て
は
、

比
較
的
大
規
模
な
商
業
系
地
域
な
ど
、
電
力
や
通
信
の
需

要
が
高
く
、
街
並
み
が
成
熟
し
て
い
る
地
域
を
主
た
る
対

象
と
し
て
、
電
線
類
地
中
化
を
実
施
し
て
き
た
。

一
方
、
近
年
に
お
い
て
は
、
地
域
活
性
化
や
環
境
改
善

へ
の
要
請
が
さ
ら
に
強
ま
っ
て
い
る
の
み
な
ら
ず
、
高
齢

化
社
会
へ
の
対
応
な
ど
、
新
た
な
社
会
ニ
ー
ズ
が
多
様
化

し
て
お
り
、
こ
れ
ら
を
背
景
に
今
後
は
、
従
来
の
観
点
か

ら
の
地
中
化
に
加
え
、
中
規
模
商
店
街
や
景
観
の
優
れ
た

地
域
等
か
ら
の
要
請
へ
の
適
確
な
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い

る
%

さ
ら
に
、
近
年
の
公
共
事
業
の
効
率
化
や
公
共
料
金
引

き
下
げ
、
コ
ス
ト
縮
減
等
の
強
い
社
会
的
要
請
に
対
し
て

適
確
に
対
応
し
て
い
く
こ
と
も
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
た
め
、
将
来
に
わ
た
っ
て
着
実
に
電
線
類
地
中
化

を
推
進
す
る
た
め
に
は
、
こ
れ
ら
の
社
会
的
要
請
に
も
応

え
る
、
新
た
な
視
点
に
立
っ
た
枠
組
み
を
検
討
し
、
こ
の

新
た
な
枠
組
み
に
基
づ
い
た

｢新
電
線
類
地
中
化
計
画
｣

を
策
定
す
る
必
要
が
あ
る
。

②

新
電
線
類
地
中
化
計
画
の
方
向
性

①

地
中
化
対
象
の
整
理

o
電
力
や
通
信
の
需
要
密
度
の
観
点
か
ら
、
ク
ラ
イ

テ
リ
ア
地
域
、
準
ク
ラ
イ
テ
リ
ア
地
域
に
限
定
さ

れ
て
い
た
地
中
化
対
象
に
つ
い
て
、
電
力
会
社
等

の
電
線
管
理
者
と
調
整
。

②

道
路
空
間
改
善
の
た
め
の
方
式
の
整
理

o
街
並
み
に
ふ
さ
わ
し
い
地
中
化
方
式
を
柔
軟
に
採

用
。

o
区
画
整
理
事
業
や
宅
地
開
発
事
業
な
ど
に
お
い
て

ま
ち
づ
く
り
の
計
画
段
階
か
ら
共
同
し
て
イ
ン
フ

ラ
を
整
備
す
る
方
式
や
、
需
要
の
不
安
定
な
地
域

に
お
け
る
将
来
の
手
戻
り
を
避
け
た
柔
軟
な
整
備

手
法
を
検
討
。

③

円
滑
か
つ
効
率
的
に
地
中
化
を
実
施
す
る
手
法
の

整
理
o

コ
ス
ト
縮
減
な
ど
に
つ
い
て
検
討
。
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翔
拗
鰯
特
集
/
共
同
溝
、
電
線
共
同
溝
瀦
鰯
顔鰯
鷺
鰯
競
惣鰯鰯
艦鬘
鰯

都
市
活
動
症
衰
え
る
葉
鬮
溝
事
業

関
東
地
方
建
設
局
横
浜
国
道
工
事
事
務
所
共
同
溝
課

一

は
じ
め
に

関
東
地
方
建
設
局
に
お
け
る
共
同
溝
の
直
轄
に
よ
る
施

工
は
、
昭
和
三
八
年
四
月
の

｢共
同
溝
の
整
備
等
に
関
す

る
特
別
措
置
法
｣
制
定
以
降
の
昭
和
四
〇
年
に
一
般
国
道

二
〇
号
三
宅
坂
共
同
溝
(千
代
田
区
、
延
長
約
四
七
0
m
)

の
整
備
に
着
手
し
た
の
が
最
初
で
あ
る
。

共
同
溝
事
業
は
、
こ
れ
ま
で

｢路
面
の
掘
り
返
し
を
防

止
し
、
道
路
構
造
の
保
全
と
円
滑
な
道
路
交
通
を
確
保
す

る
｣
こ
と
を
目
的
と
し
て
整
備
が
進
め
ら
れ
て
き
た
と
こ

ろ
で
あ
る
が
、
平
成
七
年
一
月
に
発
生
し
た

｢阪
神
･
淡

路
大
震
災
｣
で
は
、
電
気
･
電
話
･
ガ
ス
等
の
ラ
イ
フ
ラ

イ
ン
が
壊
滅
的
な
被
災
を
受
け
、
そ
の
復
旧
作
業
が
長
期

化
し
た
こ
と
、
そ
の
一
方
で
、
既
設
共
同
溝
に
お
い
て
は

損
傷
が
軽
微
で
あ
り
復
旧
も
容
易
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

｢道
路
の
掘
り
返
し
の
防
止
｣
に
加
え
て

｢地
震
等
に
強

い
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
確
保
｣
の
観
点
か
ら
も
共
同
溝
の
有

効
性
が
認
識
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
教
訓
に
よ
り
、

こ
れ
ま
で
線
的
な
整
備
を
行
っ
て
き
た
共
同
溝
事
業
も
現

在
は
、
共
同
溝
網
と
し
て
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
、
さ
ら
に

は
そ
の
多
重
化
に
向
け
て
鋭
意
整
備
を
進
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。

関
東
地
方
建
設
局
管
内
の
共
同
溝
整
備
は
、
首
都
圏
を

中
心
と
し
て
一
般
国
道
一
一
路
線
、
延
長
約
一
五
六
畑
が

完
成
(平
成
一
〇
年
三
月
末
現
在
)し
て
お
り
、
ま
た
、
関

東
地
区
で
は
、
東
京
都
管
理
分
約
一
三
如
、
横
浜
市
管
理

分
約
四
如
を
含
め
全
体
で
約
一
七
三
畑
が
完
成
し
て
い
る
。

平
成
一
○
年
度
に
つ
い
て
は
、
一
般
国
道
一
号
麻
布
、

日
比
谷
共
同
溝
を
は
じ
め
、
九
路
線
、
二
六
カ
所
、
延
長

約
四
○
臘
で
事
業
を
進
め
て
い
る
。

三

神
奈
川
県
内
の
共
同
溝
整
備
計
画

神
奈
川
県
内
の
共
同
溝
は
、
｢阪
神
･淡
路
大
震
災
｣
を

教
訓
と
し
て
、
横
浜
市
、
川
崎
市
と
い
う
核
都
市
の
形
成

に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
を
高
い
安
全
性

と
信
頼
性
の
基
に
確
保
す
る
と
い
う
観
点
か
ら
、
建
設
省
、

神
奈
川
県
、
横
浜
市
、
川
崎
市
及
び
各
公
益
事
業
者
で
構

成
す
る

｢横
浜
･
川
崎
地
区
共
同
溝
整
備
基
本
計
画
協
議

会
｣
を
組
織
し
、
平
成
七
年
一
二
月
に
延
長
約
二
二
〇
蹴

(建
設
省
約
一
二
○
輌
、
横
浜
市
約
八
九
如
、
川
崎
市
約

　

一
一
如
)
の

｢整
備
基
本
計
画
｣
を
策
定
し
、
現
在
、
鋭

搬

意
事
業
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

セ行

県
内
の
整
備
状
況
は
、
平
成
一
〇
年
三
月
末
現
在
で
建

道

設
省
約
二
九
･
八
如
、
横
浜
市
約
四
･
二
如
が
完
成
し
て

“

い
る
。
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三

横
浜
国
道
工
事
事
務
所
所
管
の
計
画
.
整

ゐ

備
状
況

横
浜
国
道
工
事
事
務
所
で
共
同
溝
整
備
を
計
画
し
て
い

9

る
路
線
は
、
一
般
国
道
一
号
、
一
五
号
、
一
六
号
･
二
四

俄

六
号
及
び
三
五
七
号
の
五
路
線
で
、
そ
の
整
備
計
画
延
長

道

は
約
一
〇
〇
畑
で
あ
る
。

当
事
務
所
に
お
け
る
共
同
溝
整
備
は
、
昭
和
四
六
年
に

一
般
国
道
一
六
号
桜
木
町
共
同
溝
に
着
手
し
た
の
が
始
ま

り
で
あ
り
、
そ
の
後
、
横
浜
中
心
部
、
東
京
と
連
絡
す
る

幹
線
部
の
整
備
を
中
心
に
逐
次
整
備
を
進
め
、
平
成
一
〇

年
三
月
末
現
在
、
指
定
告
示
延
長
三
一
･
三
蝋
、
建
設
告

示
延
長
三
○
･
八
鬮
、
本
体
完
成
延
長
二
四
･
一
如
で
あ

る
%現

在
、
施
工
中
の
共
同
溝
は
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

①

首
都
圏
へ
の
ガ
ス
の
安
定
供
給
を
主
目
的
と
し
た

横浜 ･川崎地区共同溝整備基本計画図図

東
京
ガ
ス
京
浜
幹
線
ル
ー
ト
の
整
備

一
号
横
浜
駅
前
、
一
六
号
吉
野
町
･
磯
子
、
伊
勢

佐
木
町
の
各
共
同
溝

②

横
浜
市
湾
岸
部
へ
の
給
水
力
強
化
を
主
目
的
と
し

た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備

一
号
横
浜
駅
前
、
浜
松
町

(今
年
度
新
規
着
手
予

定
)、
一
六
号
保
土
ヶ
谷
の
各
共
同
溝

③

共
同
溝
の
連
続
性
を
主
目
的
と
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
整
備
一
号
尻
手
･
末
吉
共
同
溝
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《流動化処理土による埋め戻し

ま
た
、
こ
れ
ら
の
共
同
溝
の
施
工
に
際
し
て
は
、
コ
ス

ト
縮
減
方
策
の
検
討
、
省
力
化
･
安
全
性
･
環
境
の
向
上

に
向
け
た
新
技
術
を
取
り
入
れ
な
が
ら
工
事
を
進
め
て
お

り
、
具
体
的
に
は
、
省
力
化
･
省
人
化
･
工
期
短
縮
を
目

的
と
し
た

｢プ
レ
キ
ャ
ス
ト
共
同
溝
｣
(子
安
共
同
溝
)、

コ
ス
ト
縮
減
･
安
全
性
･
省
力
化
を
目
的
と
し
た

｢新
素

材
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
用
い
た
シ
ー
ル
ド
の
発
進
･
到
達
立

坑
の
施
工
｣
(尻
手
･
末
吉
共
同
溝
)、
環
境

(リ
サ
イ
ク

ル
)
･高
品
質
の
確
保

(路
面
下
の
空
洞
化
防
止
)
を
目
的

と
し
た

｢建
設
残
土
を
再
利
用
し
た
流
動
化
処
理
土
に
よ

る
埋
め
戻
し
工
法
｣
(各
共
同
溝
)を
パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業
と

し
て
採
用
し
、
実
施
し
て
い
る
。

本
稿
で
は
、
共
同
溝
事
業
の
一
事
例
と
し
て
、
保
土
ヶ

谷
共
同
溝
の
う
ち
の
シ
ー
ル
ド
共
同
溝
区
間
の
計
画
に
つ

い
て
報
告
す
る
も
の
で
あ
る
。

四

保
土
ケ
谷
共
同
溝
の
概
要

保
土
ヶ
谷
共
同
溝
事
業
は
、
一
般
国
道
一
六
号
横
浜
市

西
区
中
央
二
丁
目

(浜
松
町
交
差
点
)
か
ら
同
市
保
土
ヶ

谷
区
東
川
島
町
ま
で
の
延
長
約
四
･
三
如
区
間
を
整
備
す

る
も
の
で
あ
る
が
、
一
号
浜
松
町
共
同
溝
と
連
結
し
て
湾

n

岸
部
へ
の
給
水
力
強
化
及
び
横
浜
市
内
一
円
の
安
定
給
水

98

を
目
的
と
し
た
環
状
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
早
期
整
備
を
図
る

セ行

た
め
、
当
面
、
浜
松
町
交
差
点
か
ら
横
浜
市
西
谷
浄
水
場

道

へ
の
分
岐
点
ま
で
の
延
長
約
三
･
二
如
区
間
に
つ
い
て
昭

6

和
六
二
年
か
ら
整
備
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
本

新素材コンクリートによるシールド発進 ･
到達立坑の施工

　

　
　
　
　
　　

の
◎
◎
@

一三
----

地
盤

良

　　　
　　　

▲プレキャスト共同溝



シールド共同溝区間平面写真

発
進
立
坑

庭張屋燭

Ac1

Ac2

到
達
立
坑
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第四期

完新世 前期更新世

沖積層 上総層群

上星川層

シールド共同溝区間縦断図
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共
同
溝
へ
の
参
入
企
業
は
、
N
T
T
、
東
京
電
力
、
横
浜

市

(水
道
)
及
び
東
京
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
四
企
業
で

あ
る
。

印

シ
ー
ル
ド
共
同
溝
の
概
要

今
回
紹
介
す
る
シ
ー
ル
ド
共
同
溝
区
間
は
、
保
土
ヶ
谷

共
同
溝
の
起
点
部
に
位
置
し
、
浜
松
町
共
同
溝
と
連
結
す

る
浜
松
町
交
差
点
か
ら
洪
福
寺
交
差
点
ま
で
の
延
長
約
六

七
0
m
区
間
で
あ
る
。
こ
の
区
間
は
、
そ
の
中
間
に
J
R

東
海
道
線
･
横
須
賀
線
･
相
模
鉄
道
線
及
び
帷
子
川
を
跨

ぐ
橋
長
一
八
三
m
の
尾
張
屋
橋
が
あ
り
、
水
道
管
の
橋
梁

添
架
が
困
難
な
こ
と
、
ま
た
、
平
面
線
形
が
き
つ
い
S
字

カ
ー
ブ

(最
小
半
径
八
0
m
)
が
存
在
す
る
こ
と
か
ら
、

シ
ー
ル
ド
工
法
を
採
用
し
た
も
の
で
あ
る
。

②

線
形
計
画

シ
ー
ル
ド
共
同
溝
は
尾
張
屋
橋
の
基
礎
直
下
を
掘
進
し

構
築
す
る
た
め
、
そ
の
地
盤
変
形
に
よ
る
影
響
が
尾
張
屋

橋
下
部
工
へ
均
一
に
作
用
す
る
よ
う
に
、
共
同
溝
の
平
面

線
形
は
、
現
一
六
号
の
道
路
中
心
線
と
同
一
な
線
形
を
基

本
と
し
た
。
た
だ
し
、
一
部
平
面
線
形
が
き
つ
い

(最
小

半
径
八
0
m
)
区
間
に
つ
い
て
は
、
余
掘
り
量
を
極
力
少

な
く
す
る
た
め
、
道
路
敷
内
に
共
同
溝
が
収
ま
る
範
囲
に

お
い
て
シ
フ
ト
さ
せ
最
小
半
径

一
〇
0
m
を
確
保
し
た
。

縦
断
線
形
は
、
①
シ
ー
ル
ド
掘
進
部
分
は
強
度
の
高
い

泥
岩

(土
丹
)
層
と
す
る
、
②
構
内
排
水
の
た
め
最
小
縦

断
勾
配
は
○
･
二
%
を
確
保
す
る
、
③
資
材
搬
入
用
の
ト

ロ
軌
道
の
制
限
か
ら
最
大
縦
断
勾
配
は
五
%
以
内
を
確
保

す
る
、
④
尾
張
屋
橋
下
部
工
へ
の
近
接
施
工
を
考
慮
し
、

基
礎
杭
と
の
最
小
離
隔
は
シ
ー
ル
ド
径
以
上
確
保
す
る
こ

と
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
決
定
し
た
。

③

シ
ー
ル
ド
工
法
の
選
定

工
法
は
、
①
シ
ー
ル
ド
掘
進
対
象
土
層
の
主
体
で
あ
る

泥
岩
層
は
、
細
砂
層
が
レ
ン
ズ
状
に
挟
在
し
滯
水
層
を
形

成
し
て
い
る
、
②
切
羽
下
端
で
の
水
圧
は
二
鱈
/
鯖
以
上

と
高
く
、
被
圧
水
下
で
の
作
業
と
な
る
、
③
既
存
構
造
物

(尾
張
屋
橋
、
鉄
道
三
線
、
帷
子
川
)
へ
の
影
響
を
極
め

て
最
小
限
に
す
る
こ
と
等
か
ら
泥
水
加
圧
式
シ
ー
ル
ド
工

法
を
選
定
し
た
。

回

断
面
の
決
定

シ
ー
ル
ド
工
事
は
、
シ
ー
ル
ド
径
を
よ
り
小
さ
く
す
る

こ
と
が
、
シ
ー
ル
ド
マ
シ
ン
及
び
発
進
･
到
達
立
坑
を
小

型
化
し
、
排
泥
土
砂
を
少
な
く
す
る
と
と
も
に
施
工
費
を

軽
減
す
る
大
き
な
要
素
で
あ
る
。
シ
ー
ル
ド
径
を
小
さ
く

す
る
要
素
と
し
て
は
、
収
容
物
件
の
配
置
に
よ
る
内
空
断

面
の
決
定
及
び
二
次
覆
工
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
省
略
等
が
あ

げ
ら
れ
る
。

本
シ
ー
ル
ド
区
間
で
は
、
こ
の
よ
う
な
観
点
に
た
っ
て

全
て
の
収
容
物
件
を
隔
壁
を
設
け
な
い
同
室
内
配
置
と
す

る
よ
う
各
参
画
企
業
と
調
整
を
行
い
決
定
し
た
。
そ
の
結

果
、
横
浜
市
水
道
管

(径
一
、
三
五
0
)
を
中
央
に
配
置

し
、
管
理
通
路
を
挟
ん
で
そ
の
両
側
に
東
京
電
力
ケ
ー
ブ

ル
(二
六
条
)
と
東
京
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ケ
ー
ブ
ル
(九

条
)、
及
び
N
T
T
ケ
ー
ブ
ル
(三
〇
条
)
を
配
置
す
る
内

径
四
、
六
〇
〇
の
シ
ー
ル
ド
と
し
コ
ス
ト
縮
減
に
努
め
た
。

二
次
覆
工
コ
ン
ク
リ
ー
ト
は
、
省
略
の
可
否
に
つ
い
て

検
討
し
た
結
果
、
地
下
水
圧
が
高
い
こ
と
及
び
硫
化
物
イ

オ
ン
･
塩
化
物
イ
オ
ン
が
検
出
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
鉄
筋

の
腐
食
及
び
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
浸
食
が
懸
念
さ
れ
る
と
と

も
に
、
水
道
管
の
ス
ラ
ス
ト
荷
重

(バ
ル
ブ
の
開
閉
に
伴

う
水
街
荷
重
)
作
用
時
に
お
け
る
シ
ー
ル
ド
へ
の
変
形
荷

重
の
セ
グ
メ
ン
ト
ジ
ョ
イ
ン
ト
部
へ
の
変
形
応
力
の
集
中

を
抑
制
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
施
工
す
る
こ
と
と

し
た
。

シールドマシン
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沿
道
住
民
へ
の
環
境
悪
化

(騒
音
、
振
動
、
歩
行
空
間
･

と
考
え
ら
れ
る
。

生
活
空
間
の
悪
化
)
や
重
交
通
下
で
の
道
路
利
用
者
へ
の

今
後
、
共
同
、

ド
ーシ

五

お
わ
り
に

本
工
事
は
、
平
成
八
年
九
月
発
進
立
坑
の
工
事
作
業
ス

ペ
ー
ス
を
車
道
中
央
に
確
保
す
る
た
め
の
既
設
歩
道
の
切

削
工
事
着
手
に
始
ま
り
、
平
成
九
年
一
月
発
進
立
坑
の
土

留
め
壁

(柱
列
式
連
続
地
中
壁
)
工
事
着
手
、
平
成
九
年

一
〇
月
シ
ー
ル
ド
機
搬
入
、
平
成
一
〇
年
一
月
初
期
掘
進

を
開
始
し
六
月
末
掘
進
が
完
了
し
、
現
在
二
次
覆
工
コ
ン

ク
リ
ー
ト
工
の
施
工
に
着
手
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

共
同
溝
は
、
地
下
埋
設
物
件
の
工
事
に
起
因
す
る
道
路

の
掘
り
返
し
を
防
止
す
る
た
め
の
施
設
と
し
て
位
置
づ
け

ら
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
が
、
近
年
、
防
災
上
の
観
点
か

ら
も
、
ま
た
電
線
共
同
溝
と
一
体
と
な
っ
て
都
市
景
観
の

向
上
の
観
点
か
ら
も
、
そ
の
役
割
に
対
す
る
期
待
が
一
層

高
ま

っ
て
い
る
。

一
方
、
長
期
間
に
わ
た
る
工
事
に
よ
り

不
便

(交
通
渋
滞
)
を
強
い
て
お
り
、
大
き
な
課
題
と
な

っ
て
い
る
。
今
回
報
告
し
た
シ
ー
ル
ド
共
同
溝
は
、
開
削

工
法
に
よ
る
共
同
溝
に
比
べ
、
こ
れ
ら
の
課
題
に
有
利
で

あ
り
、
特
に
都
市
部
に
お
い
て
は
益
々
採
用
さ
れ
る
も
の

防音ハウスを施した発進立坑部

　　

今
後
、
共
同
溝
整
備
の
事
業
に
あ
た
っ
て
は
、
コ
ス
ト

/

縮
減
と
併
せ
て
事
業
に
係
わ
る
あ
ら
ゆ
る
環
境
の
向
上
の

118

た
め
の
新
技
術
の
開
発
に
官
民
協
力
し
て
積
極
的
に
取
り

9

組
み
･
進
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
o

秋道

一次覆工完了後の共同溝



撚
鰯
鰯
特
集
/
共
同
溝
、
電
線
共
同
溝
鷺
孃
拗
鰯
鰯
鰯
擁
鰯
鱗
鰯

-
-
新
都
市
と
一
体
整
備
に
よ
り
安
定
し
た
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
確
保
ー
-

藤

江

千
瑞

燭

構

造

現
場
打
ち
箱
型
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

(
一
ー
三
連
、
一
-
二
層
ボ

ッ
ク
ス
カ
ル
バ
ー
ト
)

◎

付
帯
設
備

排
水
設
備
、
換
気
設
備
、
照
明
設
備
、
受
配
電
設
備
、

通
報
設
備
、
防
災
安
全
設
備
、
接
地
設
備
、
監
視
設
備

◎

収
容
物
件

電
力
ケ
ー
ブ
ル
、
通
信
ケ
ー
ブ
ル
、
上
水
道
管
、
工
業

用
水
道
管
、
中
圧
ガ
ス
管
、
廃
棄
物
輸
送
管
、
地
域
冷
暖

房
管
、
情
報
ケ
ー
ブ
ル

(図
2
)

三

特

徴

の

供
給
管
共
同
溝

共
同
溝
は
、
収
容
物
件
の
機
能
か
ら
み
て
幹
線
共
同
溝

0　
　

と
供
給
管
共
同
溝
に
分
け
ら
れ
る
が
、
み
な
と
み
ら
い
れ

道行セ 98.1l

一
は
じ
め
に

横
浜
市
で
は
、
｢24
時
間
活
動
す
る
国
際
文
化
都
市
｣、

｢21
世
紀
の
情
報
都
市
｣、
｢水
と
緑
と
歴
史
に
囲
ま
れ
た

人
間
環
境
都
市
｣
を
目
指
し
、
二
一
世
紀
に
ふ
さ
わ
し
い

都
市
像
の
実
現
に
向
け
て
、
｢み
な
と
み
ら
い
ね
｣事
業
を

推
進
し
て
い
る
。
み
な
と
み
ら
い
21
共
同
溝
は
、
こ
の
都

市
像
を
実
現
す
る
た
め
、
災
害
に
強
い
安
全
で
快
適
な
都

市
環
境
を
つ
く
り
、
効
率
的
な
都
市
運
営
を
行
う
こ
と
に

必
要
な
新
都
市
施
設
で
あ
る
。
こ
の
共
同
溝
を
整
備
す
る

こ
と
に
よ
り
①
道
路
地
下
空
間
の
有
効
利
用
、
②
長
期
的
、

段
階
的
整
備
計
画
へ
の
対
応
、
③
都
市
の
安
全
性
の
向
上
、

④
都
市
景
観
の
向
上
を
図
る
こ
と
が
で
き
、
現
在
、
整
備

計
画
延
長
六
･
八
畑
の
う
ち
四
･
二
如
を
供
用
し
て
い
る

(図
1
)。

ま
た
、
収
容
物
件
の
種
類
、
標
準
部
の
大
き
さ
、
延
長

の
す
べ
て
に
お
い
て
我
が
国
最
大
規
模
の
供
給
管
共
同
溝

で
あ
り
、
地
域
冷
暖
房
管
、
廃
棄
物
処
理
管
を
収
容
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
世
界
各
国
並
び
に
日
本
の
各
都
市
か
ら

多
く
の
人
々
が
視
察
に
訪
れ
注
目
さ
れ
て
い
る
(図
l
)。

二

計
画
概
要

○

対
象
区
域

み
な
と
み
ら
い
れ
地
区
ほ
ぼ
全
域

②

整
備
路
線

全
体
延
長

約
六
･
八
如

③

設
置
位
置

車
道
部
に
標
準
土
被
り
一
･
五
m
を
原
則
と
す
る
。

(雨
水
管
･
汚
水
管
･
低
圧
ガ
ス
管
は
歩
道
下
に
別
途

埋
設
す
る
)



　　
　国璽国 全体計画 6 . 8 km

鬱
用済み区間 4 2k

※対象区域

ゆ事= 建設好き祭 っ/　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　
図 1 共同溝全体計画平面図

、、いき ご

　　　 　
　　　
　　　
　 　　　
　
　　

条＼ きゞ

工業用

収容栩帆例鼈鬱上鬱鷲 鬱 鬱終鬱冷窓毬瓱 C窮
冷水 冷水 蒸気 蒸気 蒸気
(往) {還) (往) (還) (選)

図 2 共同溝断面例
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共
同
溝
は
、
地
区
内
の
需
要
家
へ
の
供
給
を
目
的
と
す
る

供
給
管
共
同
溝
で
あ
る
。

供
給
管
共
同
溝
は
、
そ
の
目
的
か
ら
、
特
殊
部
の
数
が

多
く
な
り
不
経
済
と
な
り
が
ち
で
あ
る
が
、
み
な
と
み
ら

い
れ
共
同
溝
で
は
街
区
へ
の
取
り
出
し
を
特
殊
部
の
両
側

に
設
け
た
り
、
特
殊
部
に
出
入
り
ロ
、
換
気
ロ
を
併
設
す

る
な
ど
計
画
的
に
先
行
設
置
す
る
こ
と
に
よ
り
そ
の
数
を

減
ら
し
て
い
る
o

②

規

模

供
給
管
共
同
溝
の
事
例
と
し
て
は
、
収
容
物
件
の
種
類
、

標
準
部
の
大
き
さ
、
共
同
溝
延
長
の
全
て
に
お
い
て
我
が

国
最
大
規
模
と
な
っ
て
い
る
o

③

幹
線
共
同
溝
と
接
続

国
道
一
六
号
に
整
備
さ
れ
て
い
る
幹
線
共
同
溝

(建
設

省
桜
木
町
共
同
溝
)
と
二
カ
所
で
接
続
し
、
電
力
、
電
話
、

水
道
、
ガ
ス
を
地
区
内
に
供
給
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
管
理
者
の
異
な
る
幹
線
共
同
溝
と
供
給
管

共
同
溝
が
接
続
さ
れ
て
い
る
の
は
、
初
め
て
の
例
と
の
こ

と
で
あ
る
。

@

ル
ー
プ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
ル
ー
ト

各
供
給
処
理
施
設
の
ル
ー
ト
は
、
安
全
供
給
を
図
る
た

め
ル
ー
プ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
し
て
い
る
。

み
な
と
み
ら
い
れ
共
同
溝
の
ル
ー
ト
も
こ
れ
に
対
応
し

た
も
の
に
す
る
こ
と
で
、
都
市
の
安
全
性
を
よ
り
一
層
高

め
て
い
る
。

⑧

中
圧
ガ
ス
管
の
収
容

供
給
管
共
同
溝
と
し
て
初
め
て
中
圧
ガ
ス
管
を
収
容
し

て
お
り
、
そ
の
収
容
方
式
は
安
全
性
、
管
理
面
の
点
か
ら

単
独
別
室
方
式
と
し
て
い
る
o

@

地
域
冷
暖
房
管
、
廃
棄
物
処
理
管
の
収
容

本
共
同
溝
で
は
、
電
力
、
通
信
、
水
道
、
ガ
ス
、
工
業

用
水
等
の
法
上
の
公
益
物
件
は
も
と
よ
り
、
新
都
市
施
設

と
し
て
ご
み
処
理
や
冷
暖
房
用
の
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
を
収
容

す
る
断
面
を
一
体
で
整
備
し
て
い
る
。

四

新
都
市
物
件
収
容
に
つ
い
て

み
な
と
み
ら
い
錠
共
同
溝
は
、
公
共
公
益
性
が
担
保
さ

れ
た
新
都
市
物
件
に
つ
い
て
も
収
容
す
る
こ
と
と
し
て
お

り
、地
域
冷
暖
房
管
及
び
廃
棄
物
処
理
管
が
こ
れ
に
あ
た
る
。

1

地
域
冷
暖
房
管

地
域
冷
暖
房
と
は
、
一
定
地
域
の
建
物
群
に
、
一
カ
所

ま
た
は
数
カ
所
の
熱
発
生
所
で
つ
く
っ
た
冷
水
、
蒸
気
、

温
水
な
ど
の
熱
媒
体
を
管
路
を
通
し
て
供
給
し
、
冷
房
、

暖
房
、
給
湯
な
ど
を
行
う
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。
不
特
定
多

数
の
熱
需
要
家
に
熱
媒
体
を
供
給
し
、
そ
の
熱
発
生
能
力

が
5
G
硼
/
時
以
上
の
施
設
に
よ
る
地
域
冷
暖
房
は
、
公

益
事
業
と
し
て

｢熱
供
給
事
業
法
｣
の
適
用
を
受
け
、
供

給
区
域
内
で
の
事
業
独
占
権
が
与
え
ら
れ
る
と
と
も
に
、

需
要
家
へ
の
安
定
供
給
が
義
務
づ
け
ら
れ
る
。

地
域
冷
暖
房
を
構
成
す
る
シ
ス
テ
ム
と
し
て
は
、
熱
供

給
プ
ラ
ン
ト

(熱
発
生
所
)、
地
域
配
管

(導
管
)
及
び
受

け
入
れ
設
備
に
大
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

①
熱
供
給
プ
ラ
ン
ト
.l
i

ボ
イ
ラ
ー
や
冷
凍
機
等
の
熱
源
設
備
を
設
置
し
、
冷

水
、
蒸
気
温
水
な
ど
の
熱
煤
を
製
造
す
る
。

②
地
域
配
管
ー
!
･

熱
供
給
プ
ラ
ン
ト
と
熱
の
需
要
家
を
結
び
、
熱
供
給

プ
ラ
ン
ト
で
製
造
し
た
熱
媒
体
を
需
要
家
に
輸
送
す

る
た
め
の
管
及
び
、
そ
の
付
属
機
器
を
い
う
。

③
受
け
入
れ
設
備
!
･･!

地
域
配
管
を
通
し
て
供
給
さ
れ
た
熱
媒
体
を
需
要
家

側
の
条
件
に
適
合
す
る
よ
う
に
圧
力
、
温
度
を
調
整

し
、
必
要
に
応
じ
て
使
用
熱
量
の
計
測
を
行
う
。

上
記
の
区
分
の
う
ち
、
共
同
溝
に
収
容
さ
れ
る
の
は
、

地
域
配
管
で
あ
り
、
み
な
と
み
ら
い
れ
共
同
溝
の
場
合
は

五
管
を
収
容
し
て
い
る

(表
1
、
写
真
-
)。

表

水冷 往 管 供給温度 6℃ 径200~1500mm

還 管 還り温度 13℃ 径200~1500mm

気蒸 “主 管 冗互度温給供 画"~m径

選 管 硫AU皺hソ旨趣 獅25誇径
高圧還水管 帥第衿径



ご
み
が
運
ば
れ
る
。
構
成
す
る
施
設
と
し
て
は
、
集
塵
セ

の

共
同
溝
本
体
及
び
付
帯
設
備
の
維
持
･
管
理

ン
タ
ー
、
ご
み
輸
送
管
、
投
入
口
設
備
、
伝
送
路
に
大
別

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

①
集
塵
セ
ン
タ
ー
!
･!

投
入
口
に
捨
て
ら
れ
た
ご
み
を
収
集
、
貯
留
し
、
二

次
輸
送
す
る
た
め
の
ご
み
収
集
車
に
積
み
込
む
設
備

(プ
ラ
ン
ト
)
な
ど
を
い
う
。

②
ご
み
輸
送
管
!
!

ご
み
を
投
入
ロ
設
備
か
ら
集
塵
セ
ン
タ
ー
ま
で
運
搬

す
る
配
管
及
び
点
検
口
な
ど
の
付
属
品
並
び
に
付
帯

共
同
溝
本
体
及
び
付
帯
設
備
は
道
路
管
理
者
で
維
持
･

管
理
を
し
て
お
り
、
二
四
時
間
体
制
で
監
視
し
て
い
る
。

･
監
視
体
制

中
央
監
視
セ
ン
タ
ー
に
中
央
監
視
装
置
が
設
置
さ
れ

て
お
り
、
各
付
帯
設
備
の
運
転
、
状
態
監
視
、
故
障
警

報
並
び
に
各
種
の
異
常
警
報
監
視
を
行
う
。

ま
た
、
出
入
り
ロ
扉
の
開
閉
も
把
握
し
、
共
同
溝
の

区
域
制
御
盤
と
通
信
ケ
ー
ブ
ル
で
交
信
す
る
こ
と
が
で

きご
ス
↓0

　　　

　
　
　

　

　

　
　
　　

　

う
^

られ沁

　　
　　　

　

　　
　

　

　

　

　
　
　
　　

2

廃
棄
物
処
理
管

廃
棄
物
は
排
出
･
収
集
･
運
搬
･
処
理
･
処
分
の
順
序

で
処
理
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
う
ち
収
集
･
運
搬
の

新
し
い
方
式
と
し
て
廃
棄
物
処
理
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
て

い
る
。

こ
の
シ
ス
テ
ム
は
排
出
場
所
か
ら
の
廃
棄
物
の
収
集
、

運
搬
を
共
同
溝
に
収
容
さ
れ
た
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
を
利
用
し

て
行
う
も
の
で
、
収
集
時
間
が
く
る
と
利
用
者
施
設
の
吸

気
口
が
開
か
れ
、
集
塵
セ
ン
タ
ー
内
の
送
風
機
に
よ
り
つ

く
ら
れ
た
毎
秒
二
○
-
三
0
m
の
空
気
の
流
れ
に
乗
り
、

ゞ
立
口

や
飜

殊

賢

特部　、同
　　

　

　
　
　

す
る
構
造
物
を
い
う
o

③
投
入
口
設
備
･!
!

ご
み
を
投
入
す
る
投
入
ロ
、
機
械
装
置
及
び
計
装
設

=

備
並
び
に
付
帯
す
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
物
な
ど
を

。

い
う
。

詳　

④
伝
送
路
ー
･･

伝
送
ケ
ー
ブ
ル
、
伝
送
管

(伝
送
ケ
ー
ブ
ル
を
収
容

す
る
管
)
及
び
人
孔
な
ど
の
構
造
物
を
い
う
。

上
記
の
区
分
の
う
ち
共
同
溝
に
収
容
さ
れ
る
の
は
、
ご

み
輸
送
管
、
伝
送
路
で
あ
る
。
ご
み
輸
送
管
は
ロ
径
少
五

〇
〇
脚
が
一
般
的
で
あ
り
、
廃
棄
物
の
収
集
量
に
応
じ
て

管
厚
を
設
定
し
て
い
る
が
、
管
材
料
の
磨
耗
が
激
し
い
場

合
に
は
早
期
に
管
の
補
修
、取
り
替
え
が
必
要
と
な
る
(写

真
2
)
。

五

共
同
溝
の
維
持
･
管
理



ガ
ス

(都
市
ガ
ス
)
漏
え
い

酸
欠
排
水
槽
の
水
位
異
常

共
同
溝
の
温
度
異
常

警
報
の
種
類

ガ
ス
溝

特
殊
部

排
水
槽

標
準
部

特
殊
部

検
出
器
の

設
置
場
所

同

右

排
風
機

排
水
ポ
ン
プ

排
風
機

自
動
制
御
し
て
い
る

機
器
名

警
報
機
器

②

占
用
物
件
の
維
持
･
管
理

共
同
溝
に
収
容
す
る
占
用
物
件
及
び
付
属
物
(立
金
物
･

受
金
物
･
受
け
台
等
)
の
管
理
は
各
占
用
企
業
者
が
行
う

こ
と
と
し
て
お
り
、
各
占
用
企
業
者
は
、
各
占
用
物
件
及

び
共
同
溝
本
体
と
付
帯
設
備
等
の
状
況
を
把
握
し
、
溝
内

の
異
常
に
対
し
て
速
や
か
に
適
切
な
処
置
が
と
れ
る
よ
う

巡
回
点
検
を
実
施
し
て
い
る

(写
真
3
)。

六

お
わ
り
に

み
な
と
み
ら
い
れ
事
業
も
、
地
区
全
体
の
概
ね
七
○
%

の
基
盤
整
備
が
完
了
し
、
就
業
計
画
人
ロ
ー
九
万
人
に
対

し
、
現
在
の
就
業
人
ロ
は
四
万
人
と
想
定
さ
れ
て
お
り
、

街
区
の
開
発
･
機
能
集
積
が
着
実
に
進
ん
で
い
る
。

M
M
21
共
同
溝
事
業
も
、
安
全
で
快
適
な
都
市
空
間
を

形
成
す
る
べ
く
、
そ
の
一
翼
を
担
っ
て
昭
和
五
八
年
に
着

工
し
、
既
に
一
〇
数
年
を
経
過
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

そ
の
間
、
阪
神
･
淡
路
大
震
災
の
勃
発
、
経
済
面
で
は

バ
ブ
ル
の
崩
壊
や
そ
の
後
の
景
気
低
迷
な
ど
、
取
り
巻
く

社
会
情
勢
の
変
化
に
対
応
す
べ
き
技
術
的
課
題
や
事
業
の

進
め
方
へ
の
再
評
価
及
び
、
今
後
多
様
化
す
る
ニ
ー
ズ
へ

の
的
確
な
対
応
を
図
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考

え
て
い
る
。

(横
浜
市
道
路
局
建
設
部
中
部
建
設
課
)

写真 3 中央監視室

24 道ネテセ 98,11



　
　
　

　

◎
鑑
魔
『通
路
防
災
週
鬮
』
に
つ
い
て

u道イテセ 98 .11

新

宅

清

人

然
防
止
、
災
害
の
拡
大
防
止
、
さ
ら
に
迅
速
な

復
旧
が
重
要
で
あ
り
、
こ
の
た
め
、
建
設
省
で

は
、
ハ
ー
ド
會
火
害
に
強
い
施
設
の
整
備
)、
ソ

フ
ト

(効
率
的
、
効
果
的
な
管
理
体
制
等
)
の

両
面
か
ら
、
道
路
の
防
災
対
策
、
危
機
管
理
へ

の
対
応
の
強
化
を
推
進
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。
特
に
効
果
的
な
管
理
体
制
を
構
築
す
る
上

で
、
地
域
の
住
民
や
道
路
利
用
者
に
よ
る
災
害

情
報
の
提
供
は
重
要
で
あ
り
、
住
民
･
利
用
者

の
防
災
に
対
す
る
理
解
と
協
力
は
不
可
欠
で
あ

る
%

④

こ
の
た
め
、
｢道
路
防
災
週
間
｣
に
お
い
て
、

道
路
管
理
者
と
し
て
、
防
災
施
設
･
設
備
の
点

検

･
防
災
訓
練
等
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
地

域
の
方
々
や
道
路
利
用
者
に
安
全
性
･
信
頼
性

今
年
度
の

｢道
路
防
災
週
間
｣
は
、
平
成
四
年
度

た
。

の
第
一
回
か
ら
数
え
て
第
七
回
と
な
り
、
広
報
活
動

に
よ
る
地
域
の
方
々
や
、
道
路
利
用
者
へ
の
防
災
知

識
･
意
識
の
普
及
を
図
る
と
と
も
に
、
道
路
管
理
者

と
し
て
防
災
施
設
･
設
備
の
点
検
、
防
災
訓
練
等
を

実
施
し
防
災
管
理
体
制
の
確
認
を
行
い
ま
し
た
。

な
お
、
今
回
の

｢道
路
防
災
週
間
｣
期
間
中
に
お

い
て
も
、
栃
木
県
･
福
島
県
を
中
心
と
す
る
豪
雨
災

害
が
発
生
し
、
多
大
な
被
害
が
生
じ
る
な
ど
改
め
て

災
害
の
怖
さ
、
防
災
対
策
の
重
要
さ
を
認
識
さ
せ
ら

れ
ま
し
た
。

一
目

的

平
成
一
○
年
度
の
道
路
防
災
週
間
に
つ
い
て
は
、

八
月
の
最
終
週
に
以
下
の
よ
う
な
目
的
で
実
施
さ
れ

①

道
路
は
、
国
民
生
活
や
社
会
経
済
活
動
を
支

え
る
最
も
基
礎
的
な
社
会
資
本
で
あ
り
、
災
害

の
多
い
我
が
国
に
お
い
て
は
、
社
会
の
安
全
･

安
定
に
果
た
す
役
割
は
非
常
に
大
き
い
。

②

ま
た
、
国
土
構
造
の
骨
格
を
形
成
す
る
高
規

格
幹
線
道
路
や
こ
れ
と
一
体
と
な
っ
て
全
国
的

な
幹
線
道
路
網
を
形
成
す
る
一
般
国
道
か
ら
日

常
生
活
の
基
盤
と
し
て
の
市
町
村
道
に
至
る
全

体
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
、
国
土
、
地
域
、
都

市
の
各
々
の
レ
ベ
ル
に
お
け
る
機
能
を
総
合
的

に
勘
案
し
つ
つ
、
計
画
的
･
効
率
的
に
管
理
･

整
備
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。

③

こ
の
よ
う
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
管
理
･
整
備

の
う
ち
、
特
に
災
害
に
関
し
て
は
、
災
害
の
未



の
高
い
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
重
要
性
と
防
災

道
路
防
災
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
･
講
演
会
の
開
催
、
パ

等
)
を
持
た
な
い
状
況
下
で
、
地
震
に
よ
る
大

へ
の
備
え
や
緊
急
時
の
協
力
の
必
要
性
を
理
解

ン
フ
レ
ツ
ト
の
配
布
、
新
聞
記
事
等
へ
の
話
題
提
供

規
模
災
害
の
発
生
等
を
想
定
し
た
実
践
的
な
槽

し
て
い
た
だ
き
、
防
災
へ
の
知
識
･
意
識
の
向

上
を
図
る
も
の
で
あ
る
。

二

期

間

平
成
一
〇
年
八
月
二
五
日
関

-
平
成
一
〇
年
八
月
三
一
日
側

三

主

催

道
路
防
災
週
間
中
、
全
国
各
地
の
道
路
管
理
者
の

主
催
に
よ
り
各
種
行
事
･
活
動
が
実
施
さ
れ
た
。

主
催
者
…
建
設
省
、
各
地
方
建
設
局
、
北
海
道
開

発
局
、
沖
縄
総
合
事
務
局
、
各
都
道
府
県
、
各

政
令
指
定
市
、
日
本
道
路
公
団
、
首
都
高
速
道

路
公
団
、
阪
神
高
速
道
路
公
団
、
本
州
四
国
連

絡
橋
公
団

四

実
施
内
容

平
成
一
○
年
度
の
道
路
防
災
週
間
に
お
い
て
は
、

阪
神
･
淡
路
大
震
災
、
北
海
道
豊
浜
ト
ン
ネ
ル
崩
落

事
故
、
各
地
の
道
路
災
害
等
の
教
訓
を
踏
ま
え
、
道

路
防
災
対
策
の
一
層
の
強
化
･
推
進
を
図
る
た
め
、

下
記
の
方
針
を
参
考
に
全
国
の
道
路
管
理
者
に
よ
る

各
種
行
事
･
活
動
が
実
施
さ
れ
た
。

①

広
報
活
動

ン
フ
レ
ツ
ト
の
配
布
、
新
聞
記
事
等
へ
の
話
題
提
供

等
を
通
じ
、
以
下
の
内
容
に
よ
る
地
域
住
民
･
道
路

利
用
者
へ
の
防
災
知
識
･
防
災
意
識
の
普
及
を
図
る
。

0

い
つ
で
も
安
心
し
て
利
用
で
き
る
安
全
性
･

信
頼
性
の
高
い
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
生
活
と

の
関
わ
り

0

我
が
国
は
災
害
が
多
発
し
や
す
い
厳
し
い
自

然
条
件
に
あ
り
、
そ
の
下
で
実
施
し
て
い
る
道

路
防
災
対
策
事
業
の
現
状

0

防
災
点
検
、
防
災
カ
ル
テ
な
ど
か
ら
成
る
道

路
防
災
管
理
シ
ス
テ
ム
と
そ
の
構
築
に
対
す
る

取
り
組
み
状
況
の
周
知

o

災
害
時
に
地
域
住
民
一
人
一
人
が
災
害
に
対

し
て
役
割
と
責
任
を
持
っ
た
、
地
域
が
一
体
と

な
っ
た
防
災
体
制
の
必
要
性

0

特
に
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、

道
路
審
議
会
建
議
及
び
新
た
な
道
路
整
備
五
箇

年
計
画
の
方
向
方
針
を
踏
ま
え
今
後
の
道
路
防

災
対
策
に
つ
い
て
の
理
解
を
し
て
い
た
だ
く
(写

真
ー

･
2
･
3
)

②

道
路
管
理
者
に
よ
る
防
災
管
理
体
制
の
確
認

①

防
災
訓
練
の
実
施
に
よ
る
危
機
管
理
体
制
の

確
認
、
再
検
討

o

被
災
の
突
発
性
、
偶
発
性
を
考
慮
し
、
可
能

な
限
り
事
前
情
報

(時
間
、
場
所
、
被
災
内
容

規
模
災
害
の
発
生
等
を
想
定
し
た
実
践
的
な
情

報
伝
達
訓
練
、
非
常
参
集
訓
練
の
実
施

0

被
災
情
報
等
の
収
集
･
伝
達
･
提
供
の
訓
練
、

緊
急
輸
送
道
路
、
迂
回
路
等
の
設
定
、
道
路
管

理
者
間
相
互
の
情
報
連
絡
･
支
援
活
動
等
の
相

互
連
携
体
制
を
考
慮
し
た
一
連
の
災
害
対
応
訓

練
の
実
施

0

地
震
計
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
、
映
像
情

報
収
集
機
器
等
の
防
災
情
報
機
器
･
シ
ス
テ
ム

を
活
用
し
た
情
報
収
集
、
応
急
復
旧
活
動
訓
練

の
実
施

(写
真
4
･
5
)

②

道
路
防
災
に
係
る
施
設
･
シ
ス
テ
ム
の
確
認

0

地
震
、
降
雨
、
降
雪
等
の
気
象
観
測
機
器
や

そ
れ
ら
情
報
の
収
集
･
伝
達
･
提
供
装
置
等
の

機
器
に
つ
い
て
稼
働
の
点
検
を
実
施
し
、
操
作

方
法
を
確
認

(写
真
6
)

③

応
急
復
旧
体
制
の
確
認

o

応
急
復
旧
人
員
の
確
保
、
復
旧
資
機
材
の
備

蓄
状
況
の
確
認

(写
真
7
)

④

管
内
施
設
の
パ
ト
ロ
ー
ル
の
強
化

0

パ
ト
ロ
ー
ル
回
数
を
増
や
す
な
ど
、
管
内
施

設
の
巡
視
･
点
検
の
強
化

(写
真
8
)

各
道
路
管
理
者
が
道
路
防
災
週
間
期
間
中
に
実
施

し
た
主
な
行
事
･
活
動
内
容
を
表
1
に
示
す
。

(道
路
局
企
画
課
道
路
防
災
対
策
室
防
災
対
策
係
長
)

76 首"〒セ 9R.11



表 1 ー 1 道路防災週間期間中の主な行事 ･活動内容

道路管理者名 日 時 行 事 名 概 要

北海道開発庁 8月26日

9月 2日

9月 3日

道路防災講演会

北海道開発局地震防災訓

練
地域防災シンポジウム

近年の豊浜、 第二日糸等の災害を踏まえ、 防災に対する啓蒙活動の一環

として特別講演等を実施。
大規模地震により公共交通機関が利用できないことを想定し、 勤務時間

外の非常参集、 情報伝達訓練等を実施。
H 5 7 に発生した北海道南西沖地震等による災害を踏まえ、地域住民の防

災に対する知識向上のため ｢地域防災における住民と行政との連携｣ と題

し、 基調講演、 ハイビジョン上映、 パネルディスカッションを実施。

東北地建 8月31日 道路防災シンポジウム ｢災害時の教訓を生かした道路づくり｣ と題し、 基調講演やパネルディ
スカッションを実施。

関東地建 8月26日 道路防災シンポジウム

山梨

｢安全 ･安心 災害に備えた国づくり ･道づくり｣ と題し、 基調講演や
パネルディスカッションを実施。

北陸地建 8月26日

8月27日

道路防災講演会

道路防災訓練

道路利用者に道路防災について考えてもらうために実施。
新潟県東港沖を震源とする M 7規模の地震が発生したとの想定で実施。

中部地建 8月 9日

9月 1日

三重道夢'98

地震防災訓練

雨量体験車、 ステージイベントなど道路防災に係る体験イベント

東海地震を想定し、 現地出動等の実働訓練、 情報収集伝達訓練等を実施。

近畿地建 8月27日

8月28日

9月 1月

道路防災講演会

トンネル防災訓練

(地震) 防災訓練

｢安心 ･信頼 ･近畿の道｣ と題し、 基調講演、 特別講演を実施。
警察、 消防、 工事事務所の共同訓練

対策本部の立ち上げ、 情報伝達 ･資料作成訓練等

中国地建 8月25日

9月 1月

道路防災週間記念講演会

地震防災訓練

｢災害に強い信頼性の高い道路を目指して｣ と題し、 基調報告、 体験談、
講演を開催。
地震発生時の有効かつ適切な防災活動の実施、 職員の防災意識の向上を

目的に、 参集訓練、 情報伝達訓練等を実施。

四国地建 8月25日 道路防災シンポジウム ｢道路防災を考える｣ と題し、 道路防災の重要性等について一般及び道

路行政関係者の意識高揚を図るため、 基調講演やパネルディスカッション、
防災関連機器等の展示を実施。

九州地建 8月28日

9月 1日

長崎防災フォーラム

地震防災訓練

記念講演、 パネルディスカッション、 パネル ･防災グッズの展示。
大分県別府湾及び鹿児島県薩摩地方を震源とする大規模地震が発生した

ことを想定し、 情報収集、 伝達、 応急復旧等の訓練及び防災エキスパート

訓練を実施。

沖縄総合事務
局

10月 6日 防災訓練 管内における大規模な地震の発生を想定し、 災害対策支部設置、 情報伝

達訓練及び災害復旧訓練等を実施。

日本道路公団 9月 1日

8月30臼

~ 9月5日

総合防災訓練

観測機器等取扱説明会

緊急 ･救命術講習会

台風に伴う暴風雨災害本部会議を設置し、 へり、通信衛星を利用した状

況把握、 デジタルカメラを利用した状況把握点検、 情報収集、 応急復旧計

画の立案等を実施。
情報収集機器の習熟
負傷者の救命方法の習熟

首都高速道路

公団

9月 1日

8月20日

~ 25日

地震防災訓練

防災フェア'98

東京都区部において震度 弱虫の大地震が発生した想定で、 公団 ･事業者

が一体となった総合的な訓練を実施。
国土庁 ･東京都主催のフェアに出展し、 パネルやパンフレットでP R。

阪神高速道路

公団

8月31日

9月 1日

8月27日

9月10日

~ 11日

阪神公団防災訓練

大阪府 ･市合同震災総合

訓練
道路防災講習会

防災安全中央研修会

早朝参集、本部設置、情報収集伝達、点検 復旧、防災備品点検等を実
施。
高速道路での救出 ･救助を訓練項目に、 大阪府警高速隊、 大阪市消防局

と合同現場訓練を実施。
｢安心 ･信頼 ･近畿の道｣ をテーマに道路防災に関する講習会を実施。
防災安全に関する諸問題等を中心とした研修を受講。

本州四国連絡
橋公団

9月 1日 防災訓練 大規模地震発生を想定し、 情報伝達、 非常参集、 災害時点検等の訓練を

実施。
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表 1ー 2 道路防災週間期間中の主な行事 活動内容

道路管理者名 日 時 行 事 名 概 要

北海道 8月26日 道路防災講演会 近年の豊浜、 第二白糸等の災害を踏まえ、 防災に対する啓蒙活動の一環

として特別講演等を実施。

岩手県 8月31日

8月28日

9月 7日

~ 10日

道路防災シンポジウム

土木部防災訓練

防災危険箇所総点検

｢災害時の教訓を生かした道路づくり｣ と題し、 埜詞祷凄やパネルディ

スカッションを実施。
240名参加のもと、 初動活動、 非常招集、 交通規制、 情報伝達訓練を実

施。
県管理道路全線で実施。

山形県 8月26日 トンネル防災訓練 トンネル内において車輛 (火災) 事故が発生した場合を想定し、 警察 ･

消防 ･道路管理者合同で、 迅速かつ的確な情報伝達、 通行規制、 防災施設

の操作、 消火活動、 救助活動を実施。

福島県 9月17日 トンネル車輛火災想定防

災訓練
啓作 消 防と合同で情報連絡、 車輛火災の消火、 救出等の訓練を実施。

栃木県 8月30日 総合防災訓練 震度 6強の地震を想定し、 災害対策本部の設置、 情報収集、 救助、 救急

救護、 消火、 応急復旧対策等の訓練を実施。

埼玉県 9月 1日 七都県市合同防災訓練 道路の復旧訓練を実施。

千葉県 8月 6日

9月 3日

ロードフェアちば'98

土木部震災訓練

｢この道は あなたのマナーがつくる道｣ をキャッチフレーズに道路関

係機関が各種コーナーを出展、イベント開催。
初董功参集訓練、 公共土木施設の点検訓練及び情報伝達訓練を実施。

東京都 9月 1日 東京都 渋谷区合同総合
防災訓練

震度 6強以上の大震災が発生したと想定し、 警察 ･消防 ･自衛隊 ･道路

占用者と合同で、 道路障害物除去訓練を実施。

神奈川県 9月 1日 神奈川県 ･真鶴町合同総

合防災訓練
警察 ･自衛隊 ･海上保安庁等と合同で、 道路啓開訓練を実施。

山梨県 8月26日 道路防災シンポジウム

山梨

｢災害時の教訓を生かした道路づくり｣ と題し、 基調講演やパネルディ
スカッションを実施。

長野県 9月 1日 地震総合訓練
防災システムの点検

情報装置、 無線施設、 雨量計等の点検を実施。

富山県 9月 3日 総合防災訓練 県、 消防、 市町村等が参加し、 大規模地震発生の想定のもと、 復旧作業、
情報伝達訓練等を実施。

石川県 10月l5日 防災総合訓練 高速道路上での事故処理、 救出、 救護、 消火訓練を実施。

岐阜県 9月 1日 総合防災訓練 非常参集 ･地震災害警戒本部設置訓練、 通信訓練、 実働訓練を実施。

静岡県 9月 1日 防災訓練 地震防災応急対策に伴う非常登庁訓練、 地震予知情報連絡訓練、 道路災

害情報の収集 ･伝達訓練等を実施。

愛知県 9月 1日

10月20日

総合防災訓練

トンネル総合防災訓練

内陸直下型地震想定による実働訓練、 東海地震想定による本部運用、 通

信訓練を実施。
トンネル内車輛火災事故を想定した実働訓練、 情報訓練を実施。

三重県 H 10･7

~ H 11.l

9月 1日

県民防災塾

防災エキスパート防災訓

線

地震、 台風、 津波等の様々な災害や、 地域防災等に関する専門ロ座、 救

急法等の防災実習。
｢三重県防災エキスパート制度｣ による情報伝達訓練を実施。

福井県 9月10日 防災ヘリコプターによる
パトロール

落石や岩盤崩落の危険箇所等を空中撮影するととはご、 梅雨期の災害箇

所の現状を確認。

滋賀県 9月 6日 地震災害総合訓練 M 7 .2の直下型地震を想定し、 崩土倒木調査、 交通処理、 片側車線の確

保、 全面開放までの情報伝達等の訓練を実施。

大阪府 9月 1日 府 ･市合同震災合同訓練 直下型地震及び津波の発生を想定し、 津波災害を想定した海上訓練、 災

害拠点病院と連携した医療救護訓練等を実施。

兵庫県 8月26日

9月 1日

道路防災訓練

防災総合訓練
災害発生時の日常パトから異常時パトヘの切替、 情報伝達訓練等。
住民参加型訓練、 緊急空路輸送訓練、 会場型訓練、 地方本部訓練を実施。
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表 1ー 3 道路防災週間期間中の主な行事 活動内容
道路管理者名 日 時 行 事 名 概 要

奈良県 9月 2日

9月 4日

防災総合訓練

奈良地区道路防災会議

地震の発生を想定し、緊急輸送路確保のための障害物排除、通行規制、無線通信
訓練を実施。
奈良県、建設省、道路公団、奈良県警が集まり、 H 10災害対策計画の確認等を実
施。

和歌山県 9月 3日 防災総合訓練 M 7.2の地震を想定し、道路啓開訓練等を実施。
鳥取県 8月25日

9月 1日

道路防災講演会

防災訓練

｢災害に強い信頼性の高い道路を目指して｣ と題し、基調報告、体験談、講演を
開催。
中国地区道路管理者間で情報伝達訓練を実施。

島根県 8月27ロ 道路防災訓練 トンネル内での車輛火災事故を想定し、各機関の連携体制を再確認し、事故処理
等の訓練を実施。

岡山県 9月 1日

9月11~ l5日

総合防災訓練
情報伝達訓練
'98道路防災パネル展

四国沖を震源とする大規模地震が発生したとの想定のもと、被害状況報告、交通
規制、情報伝達等の訓練を実施。
道路利用者に道路防災の重要性を認識してもらうため、パネルの展示を実施。

広島県 9月 1日 情報伝達訓練 中国地方道路情報連絡協議会で決定した大規模地震を想定しんi吉報伝三* 翁を実
施。 ^

徳島県 8月30日 県総合防災訓練 M 7.7の大地震と豪雨を想定し、自主防災組織による初期消火や救出訓練等、住民
参加による訓練等を実施。

香川県 8月25~ 31日 道路防災訓練 異常気象時、災害発生時の円滑な通行規制のための訓練及び防災情報システムの
操作演習等の実施。

高知県 9月 1ロ 震災対策訓練 地震発生後の72時間後を想定し、被災状況をもげご輸送ルートを選定し、被災者
への救援物資輸送を行った。

福岡県 5月28日
9月 3目

県総合防災訓練
県石油コンビナート等総
合防災訓練

都市型、海上災害に対応した地域、住民主導型の実践的な訓練の実施。
石油コンビナート等特別区域内での想定災害訓練の実施。

佐賀県 5月10日 県総合防災訓練 集中豪雨、地震等による災害防御、車輛事故救助、高圧ガス運搬車輛事故防御等
の訓練を実施。

熊本県 9月 1日 県総合防災訓練 台風、地震等を想定した防災体制の強化訓練の実施及び道路災害発生に伴う情報
収集、連絡体制、交通規制等処理体制の確認。

宮崎県 9月 1日 地震 ･津波情報伝達訓練

鹿児島県 10月 6 ~ 11日 道路防災訓練 トンネルにおいて衝突、火災事故を想定した防災訓練を実施。
宮城県 8月25~ 31日 危険箇所点検 危険箇所について重点的なパトロールを実施

秋田県 8月25~ 31日 広報活動 ポスターの展示、道路情報板等による広報活動を実施。
茨城県 8月25~ 31R 危険箇所点検 トンネル、落石箇所等の危険箇所の点検及びパトロールを実施。
新潟県 8月 1 ~ 31日 危険箇所点検 危険箇所の重点的なパトロールを実施。
京都府 8月26日

~ 9月 8日
危険箇所点検 危険箇所の重点的な点検及びパトロールの強化。

山口県 8月25、 27日 街頭P R 道の駅でパネル、チラシ等により啓発広報活動を実施。
愛媛県 8月25~ 31日 危険箇所点検 道路防災総点検の対策必要箇所の点検を実施。
大分県 8月27、 28日 道路パトロール 主要路線の危険箇所の重点的なパトロールを実施。
沖縄県 8月26~ 31日 危険箇所点検 危険箇所の重点的な点検及びパトロールを実施。
札幌市 9月 1日 市総合防災訓練 町内会を中心とした地域住民参加型の訓練を中心に実施。
仙台市 8月31日 道路防災シンポジウム ｢災害時の教訓を生かした道路づくり｣ と題し、基調講演やパネルディスカッシ

ョンを実施。
千葉市 9月 1日 広報誌の発行等

(予知対応型) 防災訓練
災害対策広報を臨時号として防災訓練用に発行。
東海地震を想定し、地震防災対策強化地域判定会招集情報受伝達訓練、警戒宣言
発令に伴う市災害対策本部設置運営訓練を実施。

川崎市 9月 1日 市総合防災訓練 救出 ･救助、初期消火訓練や一般道路を通行止めにし、緊急交通路を確保する等
実践的訓練を消防 ･警察 ･自衛隊等と一体となって実施。また、自主防災組織を中
心に避難所の開設 ･運営や応急救護訓練、避難所への緊急物資輸送訓練を実施。

横浜市 9月 1日 市総合防災訓練 震災時避難場所を拠点とし、自主防災組織等多くの住民参加を得た実践的な応急
対策訓練、道路啓開活動訓練、防災関係機関との情報伝達を重点とした訓練を実施。

大阪市 9月 1日 府 ･市合同震災訓練 直下型地震及び津波の発生を想定し、津波災害を想定した海上訓練、災害拠点病
院と連携した医療救護訓練等を実施。

神戸市 8月26日 全市総合防災実施訓練

名古屋市 8月26日 危険箇所点検、システム
点検

山崩箇所の土留堰提の安全確認、地滑り径の点検。道路情報板、遮断機の操作 ･
点検。

京都市 8月25~ 31日 危険箇所点検 危険箇所の重点的パトロールの実施。
広島市 8月25~ 31日 道路防災週間の広報 道路情報板、横断幕等による広報。
北九州市 8月25~ 31日 ポスターの掲示 道路防災週間ポスターの掲示による広報。
福岡市 5月29日 防災訓練 各関係機関相互の緊密な連携の下に非常災害に際し即応できる体制の訓練の実施。
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写真 1 道路防災シンポジウムの開催 (関東地方関係機関)

写真 2 道路情報板による広報活動 (静岡県) ヒメ“磯箋※ ~メ

　 　
　
　　

鱸 * 写真 3 道路利用者への広報活動 (島根県)

　

写真 4 道路啓開訓練 (神奈川県)
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